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はじめに 
Xylella fastidiosa に対するリスク評価を実施し、現行のリスク管理措置の有効性について評価するために、リス

クアナリシスを実施した（平成 28 年 3 月 25 日付 PRA 報告書）。それに基づき植物防疫法施行規則別表１に記載

する検疫有害動植物で、規則別表２の２において、発生国に対し、宿主植物となる生植物（種子及び果実を除く。）

であって栽培の用に供するものについて、血清学的診断法又は遺伝子的診断法による検査を実施し、本細菌に

侵されていないことを植物検疫証明書へ特記することを求めている。今般、その宿主となる新たな植物や新たな発

生国の報告があったため PRA 報告書の更新を行った。 
 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 
１ 学名及び分類 
（１）学名  
      Xylella fastidiosa (Wells et al.) 
 
（２）英名、和名等 
      Pierce's disease of grapevines, alfalfa dwarf; almond leaf scorch; citrus variegated chlorosis; dwarf 

lucerne; oleander leaf scorch; pear leaf scorch; pecan leaf scorch; periwinkle wilt; phony disease of 
peach; plum leaf scald 

 
（３）分類 
      種類：細菌 
      科：Xanthomonadaceae 
      属：Xylella 
 

Xylella fastidiosa は遺伝子型及び表現型に多様性を有し、これらは従来、宿主植物ごとに異なる系統と称さ

れていたが、近年、以下のように亜種として報告されている (EFSA, 2013; Ministère de l’Agriculture, de 
l'Agroalimentaire et de la Forêt, 2015b; Schaad, 2004, Hernandez-Martinez, 2007)。 

本報告書では、亜種として報告される前に報告された論文については、そのまま系統と称することとする。 
     

亜種 主な宿主植物 地理的分布 
subsp. fastidiosa ブドウ、カンキツ、コーヒー、アーモンド、アルフ

ァルファ、カエデ属 
米国、メキシコ、コスタリカ、台湾、ス

ペイン(バレアレス諸島) 
subsp. pauca カンキツ属、コーヒーノキ属、セイヨウキョウチク

トウ、オリーブ、セイヨウミザクラ、アーモンド、マ

ンネンロウ、ツルニチニチソウ属 

アルゼンチン、ブラジル、コスタリカ、

エクアドル、イタリア、スペイン(バレア

レス諸島) 
subsp. multiplex アーモンド、モモ、プラム、オーク、ブルーベリ

ー、ペカン、Polygala myrtifolia（ヒメハギ属）、

ニレ、アメリカスズカケノキ、オリーブ（於：米

国）他 

米国、アルゼンチン、ブラジル、パラ

グアイ、フランス、スペイン(バレアレ

ス諸島、バレンシア州) 

subsp. sandyi セイヨウキョウチクトウ 米国 
 
２ 地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１を参照。下線部は令和２年３月２５日改訂時に追加。） 

アジア：台湾 
中東：イラン、イスラエル 
欧州：イタリア、スペイン、フランス 
北米：アメリカ合衆国、カナダ 
中南米：アルゼンチン、エクアドル、コスタリカ、パラグアイ、ブラジル、ベネズエラ、メキシコ 

 
台湾においては、1993 年にナシの葉枯れの原因となっていることが報告され、2002 年に商業用ブドウ

園からピアス病の病原菌として報告されている（CABI, 2014）。 
イタリアでは、2013 年 10 月にプッリャ州のレッチェ県のオリーブへの感染がヨーロッパにおける初めての発

見として報告された（Carlucci et al., 2013）。2015 年に同州の Taranto 県及び Brindisi 県でも確認された。そ

の後、2018 年 6 月には、プッリャ州の北部に向けて被害が広がっているのが確認されている(EFSA, 2018)。
イタリアで発見された菌の遺伝子解析の結果、subsp. pauca であり、南米のコスタリカで発生している菌と同じ

遺伝子型であることが報告された（Giamperuzzi et al., 2017) 
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 フランスでは、2012 年に温室内でエクアドル及びメキシコ産のコーヒー苗に感染が確認されたが、根絶された

（EFSA, 2015）。しかし、2015 年 6 月にコルシカ島南部プロプリアノで Polygala myrtifolia（ヒメハギ属）への感

染が確認された。さらに、同年 9 月 16 日には、フランス南東部のニースで感染が疑われる Polygala myrtifolia
植物が発見され、同年 10 月 12 日に行った遺伝子診断の結果、Xylella fastidiosa subsp. multiplex であるこ

とが確認された。フランスでは、根絶地域と緩衝地域が設定され、感染した植物及びその周辺の寄主植物の抜

き取り及び感染した植物の移動の制限が行われている（Ministère de l’Agriculture, de l'Agroalimentaire et 
de la Forêt, 2015a, b）。2017 年 12 月にコルシカ島全体が「封じ込め」地域とされた(EFSA, 2018)。 
 スペインにおいては、2016 年 10 月にマヨルカ島の園芸用品店のサクラ属の 3 本の若木から X. fastidiosa 
subsp. fastidiosa による被害が確認され、その後の調査において、バレアレス諸島各地で多くの X. fastidiosa 
subsp. fastidiosa、 X. fastidiosa subsp. multiplex、 X. fastidiosa subsp. pauca による被害が確認された。

主に野生及び栽培オリーブ、ブドウ、アーモンドの木から発見されている。2017 年 12 月にバレアレス諸島は

「封じ込め」地域に指定され、指定植物のバレアレス諸島外への移動は認められていない(EFSA, 2018)。また、

2017 年 6 月にバレンシア州において、アーモンドの複数の木において X. fastidiosa subsp. multiplex による

被害が確認され、その後、マンネンロウ（rosemary）、Polygala myrtifolia（ヒメハギ属）等他の植物からも発見

が報告されており、根絶には至っていない(EFSA, 2018)。さらに 2018 年 4 月にマドリード州の野外のオリーブ

の木 1 本から X. fastidiosa subsp. multiplex が発見され、発生地域を指定し、根絶に向けた措置を実施して

いる。これは、2014 年以降実施されているスペイン国内の発生調査において採集されたサンプルからの発見

である。なお、当該地域からの指定植物の移動は認めていない(EFSA, 2018; XF-ACTORS, 2018)。 
 ドイツにおいては、2016 年 6 月にザクセン州の苗床用の施設内の 1 個の鉢植えセイヨウキョウチクトウから

Xylella fastidiosa subsp. fastidiosa が発見された。その後、施設からマンネンロウ(rosemary)等の苗木等か

らも発見された。検疫施設の設定、施設内のすべての苗木を廃棄し、緩衝地帯の設置、発生調査を実施し、そ

れ以上の発見がなかったことより、2018 年 9 月に EU 規則に沿って outbreak の終息及び施設設定解除を宣

言した(EFSA, 2018)。 
*ロサ・フロリブンダ(Rosa floribunda)については、商業流通においてフロリバンダ・ローズ（Rosa Floribunda 
hybrids、Rosa Cluster-flowered bush hybrids 等)とされているバラが対象となる。 
  
（２）生物地理区 

東洋区、旧北区、新北区、新熱帯区の計４区に分布する。 
 

３ 宿主植物及び国内分布 
（１） 宿主植物（詳細は別紙２を参照。下線部は令和２年３月２５日改訂時に追加。） 

アオイ科：ムクゲ(Hibiscus syriacus)、マルウァ・パルウィフロラ (Malva parviflora)、フウリンブッソウゲ

(Hibiscus schizopetalus)、モディオラ・カロリニアナ(Modiola caroliniana)、 
アカザ科： シロザ(Chenopodium album)、サルソラ・ツラグス(Salsola tragus) 
アカネ科：コーヒーノキ属(Coffea)、コプロスマ・レペンス（Coprosma repens）、コプロスマ・ロブスタ

（Coprosma robusta）、スペルマコセ・ラティフォリア(Spermacoce latifolia)、リカルディア・ブラジリ

エンシス(Richardia brasiliensis) 
アカバナ科：フクシア・マゲラニカ(Fuchsia magellanica)、ルドヴィギア・グランディフロラ(Ludwigia 

grandiflora) 
アブラナ科：エリシムム属（Erysimum）、コロノプス・ディディムス(Coronopus didymus)、シシンブリウム・

イリオ(Sisymbrium irio)、ナズナ(Capsella bursa-pastoris)、ブラシカ・ニグラ(Brassica nigra)、 
アリノトウグサ科：ハロラギス・エレクタ(Haloragis erecta) 
イネ科 ：エキノクロア・クルスガルリ(Echinochloa crus-galli)、カラスムギ(Avena fatua)、ギョウギシバ

(Cynodon dactylon)、コヌカグサ(Agrostis gigantea)、シマスズメノヒエ(Paspalum dilatatum)、シ

ンクリノイガ(Cenchrus echinatus)、スズメノカタビラ(Poa annua)、セイバンモロコシ(Sorghum 
halepense)、セタリア・マグナ(Setaria magna)、ディギタリア・インスラリス(Digitaria insularis)、デ

ィギタリア・サングイナリス(Digitaria sanguinalis)、ディギタリア・ホリゾンタリス(Digitaria 
horizontalis)、ヒゲナガスズメノチャヒキ (Bromus diandrus)、ホソムギ(Lolium perenne)、ムギク

サ(Hordeum murinum) 
イチョウ科：イチョウ(Ginkgo biloba) 
イラクサ科：ヒメイラクサ(Urtica urens) 
イワタバコ科：ストレプトカルパス属(Streptocarpus) 
ウコギ科：セイヨウキヅタ(Hedera helix)、メリタ・シンクライリー(Meryta sinclairii) 
ウリ科：オキナワスズメウリ(Diplocyclos palmatus) 
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ウルシ科：ピスタシオノキ(Pistacia vera)、コショウボク(Schinus molle)、 ルス・ディベルシロバ(Rhus 
diversiloba) 

オオバコ科：ヘラオオバコ(Plantago lanceolata) 
カエデ科：カエデ属(Acer) 
カバノキ科：アルヌス・ロンビフォリア(Alnus rhombifolia) 
キク科：アルテミシア・ダグラシアナ(Artemisia douglasiana)、バッカリス属(Baccharis)、コセンダングサ

(Bidens pilosa)、エンケリア・ファリノサ(Encelia farinosa)、アレチノギク(Erigeron bonariensis)、
オオアレチノギク(Erigeron sumatrensis)、エウリオプス・クリサンテモイデス(Euryops 
chrysanthemoides)、ヘリクリスム・イタリクム(Helichrysum italicum)、イウァ・アンヌア(Iva 
annua)、ファグナロン・サクサチレ(Phagnalon saxatile)、タワダギク(Pluchea odorata)、ラティビ

ダ・コルムナリス(Ratibida columnaris)、ソリダゴ・フィスツローサ(Solidago fistulosa)、アルテミシ

ア・アルボレスケンス(Artemisia arborescens)、アンブロシア・トリフィダ(Ambrosia trifida)、アンブ

ロシア・プシロスタキア(Ambrosia psilostachya)、エウリオプス・ペクティナツス(Euryops 
pectinatus)、オオアザミ(Silybum marianum)、クサンティウム・ストルマリウム(Xanthium 
strumarium)、クサンティウム・スピノスム(Xanthium spinosum)、ソリダゴ・ウィルガウレア

(Solidago virgaurea)、ディモルフォテカ・フルティコサ(Dimorphotheca fruticosa)、トゲチシャ

(Lactuca serriola)、ノゲシ(Sonchus oleraceus)、ノボロギク(Senecio vulgaris)、ヒマワリ

(Helianthus annuus)、ヒメムカシヨモギ(Conyza canadensis )、ブタクサ(Ambrosia 
artemisiifolia)、ヘリクリスム・ストエカス(Helichrysum stoechas) 

キョウチクトウ科：ニチニチソウ(Catharanthus roseus (=Vinca rosea))、セイヨウキョウチクトウ(Nerium 
oleander)、ツルニチニチソウ属(Vinca) 

キンポウゲ科：ハイキンポウゲ(Ranunculus repens) 
クスノキ科：アボカド(Persea americana)、ゲッケイジュ(Laurus nobilis) 
クマツヅラ科：アメリカムラサキシキブ(Callicarpa americana)、イワダレソウ(Lippia nodiflora (=Phyla 

nodiflora))、ウィテクス・ルケンス(Vitex lucens)、バーベナ・リトラリス（Verbena litoralis） 
グミ科:ヤナギバグミ (Elaeagnus angustifolia) 
クルミ科：ペカン(Carya illinoinensis)、ユグランス・カリフォルニカ(Juglans californica)、ペルシャグルミ

(Juglans regia) 
クロウメモドキ科:ラムヌス・アラテルムス(Rhamnus alaternus) 
クワ科：イチジク(Ficus carica)、カナムグラ(Humulus scandens)、トウグワ(Morus alba)、レッドマルベリ

ー(Morus rubra)、クロミグワ(Morus nigra) 
ゴマノハグサ科：クワガタソウ属(Veronica)、へーベ属(Hebe) 
コリノカルプス科：コリノカルプス・ラエウィガツス(Corynocarpus laevigatus) 
シソ科：ウェストリンギア・フルティコサ(Westringia fruticosa) 、ウェストリンギア・グラブラ(Westringia 

glabra)、オリガヌム・マヨラナ(Origanum majorana (=Majorana hortensis))、マルビウム・ウルガ

レ(Marrubium vulgare)、ラウァンドゥラ属(Lavandula)、マンネンロウ(Rosmarinus officinalis)、サ

ルウィア・アピアナ(Salvia apiana)、サルウィア・メッリフェラ(Salvia mellifera)、テウクリウム・カピタ

ツム(Teucrium capitatum)、メリッサ・オッフィキナリス(Melissa officinalis) 
スイカズラ科：スイカズラ(Lonicera japonica)、ニワトコ属(Sambucus) 
スズカケノキ科：アメリカスズカケノキ(Platanus occidentalis)、カリフォルニアスズカケノキ(Platanus 

racemosa) 
スベリヒユ科:スベリヒユ(Portulaca oleracea)、モンティア・リネアリス(Montia linearis) 
セリ科:ドクニンジン(Conium maculatum) 
タデ科:ナガバギシギシ(Rumex crispus)、ポリゴヌム・アレナスツルム(Polygonum arenastrum)、ポリゴ

ヌム・ペルシカリア(Polygonum persicaria)、ポリゴヌム・ラパシフォリウム(Polygonum 
lapathifolium) 

ツツジ科：スノキ属(Vaccinium) 
ツゲ科：ホホバ(Simmondsia chinensis) 
ツユクサ科:マルバツユクサ (Commelina benghalensis) 
トウダイグサ科：ウラジロアカメガシワ(Mallotus paniculatus)、ユーフォルビア・カマエシセ(Euphorbia 

chamaesyce (syn Chamaesyce canescens))、ユーフォルビア・テラキナ(Euphorbia terracina)、
ユーフォルビア・ヒルタ(Euphorbia hirta) 

トチノキ科：アエスクルス・ヒブリダ(Aesculus×hybrida) 
トベラ科：ピットスポルム・クラッシフォリウム(Pittosporum crassifolium)、ピットスポルム・エウゲニオイデ
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ス(Pittosporum eugenioides)、クロバトベラ(Pittosporum tenuifolium)、ピットスポルム・ウンベラ

ツム(Pittosporum umbellatum) 
ナス科:ソラヌム・エラエアグニフォリウム(Solanum elaeagnifolium)、ダツラ・ライティイ(Datura wrightii)、

テリミノイヌホオズキ(Solanum americanum) 
ナデシコ科:コハコベ(Stellaria media) 
ナンヨウスギ科：アガティス・アウストラリス(Agathis australis) 
ニシキギ科：ツルウメモドキ(Celastrus orbiculatus) 
ニレ科：ニレ属(Ulmus)、アメリカエノキ(Celtis occidentalis) 
ノウセンカズラ科：ジャカランダ・ミモシフォリア(Jacaranda mimosifolia)、チタルパ・タシュケンテンシス

(Chitalpa tashkentensis) 
パイナップル科：ティランジア・ウスネオイデス(Tillandsia usneoides) 
ハマジンチョウ科：エレモフィラ・マクラタ(Eremophila maculata)、ミオポルム・ラエツム(Myoporum 

laetum)、ミオポルム・インスラレ(Myoporum insulare) 
バラ科：エゾヘビイチゴ(Fragaria vesca)、ヘテロメレス・アルブティフォリア(Heteromeles arbutifolia)、サ

クラ属(Prunus)、ナシ属(Pyrus)、ロサ・カリフォルニカ(Rosa californica)、ロサ・カニナ(Rosa 
canina)、ロサ・フロリブンダ(Rosa floribunda)*、キイチゴ属(Rubus) 

ハンニチバナ科：キスツス・クレティクス(Cistus creticus (=Cistus incanus))、キスツス・モンスペリエンシ

ス(Cistus monspeliensis)、キスツス・サルウィーフォリウス(Cistus salviifolius)、キスツス・アルビ

ドゥス(Cistus albidus) 
ヒノキ科：ユニペルス・アシェイ(Juniperus ashei) 
ヒメハギ科：ポリガラ・ミルティフォリア(Polygala myrtifolia) 
ヒユ科:アオゲイトウ(Amaranthus retroflexus)、アルテルナンテラ・テネラ(Alternanthera tenella) 
ヒルガオ科:コンウォルウルス・クネオルム(Convolvulus cneorum)、セイヨウヒルガオ(Convolvulus 

arvensis) 
フウロソウ科：ペラルゴニューム属(Pelargonium)、オランダフウロ属（Erodium）、オトメフウロ（Geranium 

dissectum） 
フウ科： 
ブドウ科：アンペロプシス・アルボレア(Ampelopsis arborea)、アンペロプシス・コルダタ(Ampelopsis 

cordata)、ノブドウ(Ampelopsis glandulosa var. heterophylla (=Ampelopsis 
brevipedunculata))、バージニアヅタ(Parthenocissus quinquefolia)、ブドウ属(Vitis) 

フトモモ科：エウカリプツス・カマルドゥレンシス(Eucalyptus camaldulensis)、エウカリプツス・グロブルス

(Eucalyptus globulus)、オオフトモモ属(Metrosideros)、ギンバイカ(Myrtus communis)、ユーゲニ

ア・ミルティフォリア(Eugenia myrtifolia) 
ブナ科：ブナ(Fagus crenata)、コナラ属(Quercus) 
マツ科：テーダマツ(Pinus taeda) 
マメ科：フサアカシア(Acacia dealbata)、アカシア・サリグナ(Acacia saligna)、アンティリス・ヘルマニアエ

(Anthyllis hermanniae)、カリコトメ・ビルロサ(Calicotome villosa)、アメリカハナズオウ(Cercis 
canadensis)、ケルキス・オッキデンタリス(Cercis occidentalis)、セイヨウズオウ(Cercis 
siliquastrum)、カマエクリスタ・ファスキクラタ(Chamaecrista fasciculata)、キティスス・ビルロスス

(Cytisus villosus)、アメリカサイカチ(Gleditsia triacanthos)、レダマ(Spartium junceum)、ヒトツバ

エニシダ属(Genista)、アルビジア・ユリブリッシン(Albizia julibrissin)、アルファルファ(Medicago 
sativa)、ウマゴヤシ(Medicago polymorpha)、ウレクス・ミノル(Ulex minor)、エニシダ(Cytisus 
scoparius)、カリコトメ・スピノーサ(Calicotome spinosa)、コエビグサ(Cassia tora)、コロニラ・ヴァ

レンチナ(Coronilla valentina)、シロツメクサ(Trifolium repens)、ナガバアカシア(Acacia 
longifolia)、ネプツニア・ルテア(Neptunia lutea)、ハリエニシダ(Ulex europaeus)、メリケンガヤツリ

(Cyperus eragrostis)、ルピヌス・アリドルム(Lupinus aridorum)、ルピヌス・ウィロスス(Lupinus 
villosus) 

マンサク科：モミジバフウ(Liquidambar styraciflua) 
ミカン科：ミカン属(Citrus)、キンカン属(Fortunella)、カラタチ(Poncirus trifoliata)、メリコペ・テルナタ

(Melicope ternata) 
ミズキ科：アメリカヤマボウシ(Cornus florida)、コロキア・コトネアステル(Corokia cotoneaster)、コロキ

ア・マクロカルパ(Corokia macrocarpa) 
ミソハギ科：サルスベリ(Lagerstroemia indica) 
ムクロジ科：アレクトリオン・エクスケルスス(Alectryon excelsus)、ムクロジ(Sapindus saponaria)、ハウ
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チワノキ(Dodonaea viscosa)、フクワバモクゲンジ(Koelreuteria bipinnata) 
ムラサキ科：ヨウシュキダチルリソウ(Heliotropium europaeum) 
メギ科：ナンテン(Nandina domestica)   
モクセイ科：トネリコ属(Fraxinus)、オリーブ(Olea europaea)、フィリレア・ラティフォーリア(Phillyrea 

latifolia)、トウネズミモチ(Ligustrum lucidum)、ヒトツバタゴ(Chionanthus retusus) 
モクレン科：ユリノキ(Liriodendron tulipifera)、タイサンボク(Magnolia grandiflora) 
モチノキ科：ヤポンノキ(Ilex vomitoria) 
ヤシ科：セネガルヤシ(Phoenix reclinata)、シンノウヤシ(Phoenix roebelenii) 
ヤナギ科：ヤナギ属(Salix) 
ヤマモガシ科:グレビレア ジュニペリーナ(Grevillea juniperina) 
ユキノシタ科：エスカロニア・モンテビデンシス(Escallonia montevidensis)、ノリウツギ(Hydrangea 

paniculata) 
ユリ科：フォルミウム・クッキアヌム(Phormium cookianum (=Phormium colensoi))、ニューサイラン

(Phormium tenax)、ワスレグサ属(Hemerocallis)、アスパラガス・アクティフォリウス(Asparagus 
acutifolius) 

リュウゼツラン科：センネンボク属(Cordyline) 
 

主要な宿主植物は、カエデ属、セイヨウキョウチクトウ、ペカン、トウグワ、アメリカスズカケノキ、ニレ属、サク

ラ属、ナシ属、オランダフウロ属、ブドウ属、ミカン属。 
ブドウ系統はヨーロッパブドウ(Vitis vinifera)、ヴィティス・ラブルスカ(V. labrusca)、ヴィティス・リパリア(V. 

riparia)が主要な宿主であり、台木種である V. aestivalis, V. berlandieri, V. candicans, V. rupestris、ハイブ

リッド種の V. rotundifolia は抵抗性がある。アーモンド(Prunus dulcis)に leaf scorch disease を引き起こす

（CABI, 2014; EPPO, 2014a）。また、多くの野生植物及び雑草が無病徴の宿主として知られている(e.g. wild 
grasses, sedges, lilies, various bushes and trees)（CABI, 2014; EPPO, 2014a）。 

モモ系統は、モモの全ての栽培品種、ハイブリッド種、台木に感染し、Sorghum halepense のような果樹園

の雑草にも感染するが、ブドウには感染しない。 
アーモンド系統は、ブドウには低密度で感染し、病気を引き起こすことはない（CABI, 2014）。 
Citrus variegated chlorosis 症状は、ほとんどのオレンジ(Citrus sinensis)で発症するが、Citrus latifolia (Tahiti 

lime)及び Citrus reticulate (mandarin)では観察されない（CABI, 2014; EPPO, 2014a）。 
そ の 他 、 ベ ニ カ エ デ (Acer rubrum) 、 red mulberry (Morus rubra) 、 ア メリ カ ス ズ カ ケ ノ キ (Platanus 

occidentalis) 、northern red oak(Quercus rubra)、アメリカニレ(Ulmus americana)、ヒメツルニチニチソウ

(Vinca minor)にも感染する。ニレ(Ulmus)属から得られた系統とアメリカスズカケノキから得られた系統は、人

工接種では相互に感染しないことが判明した。本パラに記載の宿主植物から得られた系統は、ブドウへ伝搬す

ることは知られていない（CABI, 2014; EPPO, 2014b; Sherald, 1993）。 
 
 
 
（２）我が国における宿主植物の分布・栽培状況 

宿主植物であるミカン、ブドウ、モモ、ナシは４７都道府県で栽培されている。 
 
４ 感染部位及びその症状 

本細菌は木部導管内、根、茎及び葉内で増殖する。細菌の凝集、植物によるチロースや粘着物の形成により導

管を詰まらせ病気の原因となる。また、細菌は感染部位で増殖するが、植物体内を循環することはない（EPPO, 
2016）。 

ブドウ、カンキツ、モモで被害が発生しているが、ベクターにより細菌が伝搬されるため、多くの宿主が報告され

ている。しかし、他の宿主の大部分は症状が弱いか、無症状である（EPPO, 2016）。 
ブドウの最も特徴的な症状は葉焼けである。初期症状は、緑色の葉の一部が突然枯れ、次第に茶色になり、葉

全体が縮み、落葉する。茎の病徴は、茶色と緑色の斑紋状となる。芽は発育不良となる。塩害や微量要素欠乏の

ような他の障害と混同される（Janse et al., 2010）。ブドウの病徴は顕著であり、品種や樹齢によるが、感染後１年

～数年以内に枯死する。接ぎ木により感染したブドウは新たに植えてから１年以内に枯死する（EPPO, 2014a; 
EPPO, 2014b）。 

モモの症状は、若い芽の発育不良、頂点の叢生。側枝は水平に成長し、落枝する。葉や花が早期に発生し、葉

が健全樹に比べ長期間残る。病徴が現れるまで長期間を要することがある（感染後 18 ヶ月またはそれ以上）

（Janse et al., 2010）。感染樹は小果化、果実数減少により 3～5 年後までに経済的価値が完全に損なわれる
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（CABI, 2014）。 
カンキツ苗木では病徴が現れるまでに 9～12 ヶ月を要し、その間無病徴のキャリアーとなる（EPPO, 2014a）。

7～10 年齢樹になるまで葉に斑入りの萎黄症状が見られる。若い樹は影響が出るが、5 年齢以上の樹は通常影

響はない。葉が成長すると、小さな、茶色のゴム状の症状が裏面に、表側には萎黄症状が見られる。果実の小型

化、高糖質、果皮の硬化などの影響がある（CABI, 2014; EPPO, 2014a）。 
オリーブでは、自然界で感染したオリーブから採取した菌を健全樹に接種した実験において、1 年以内に葉焼

けや枝枯れの症状を示した報告がある（Carlucci et al., 2013; Krugner, 2010）。 
コーヒーノキ属、カエデ属、クワ属、ニレ属、コナラ属及びアメリカスズカケノキの症状は葉焼け、ツルニチニチソ

ウはわい化（CABI, 2014; EPPO, 2014a）、セイヨウキョウチクトウ及びペカン（EPPO, 2014b）、ナシ属（EPPO, 
2014a）は葉焼け、ブラックベリー(Rubus procerus)は無病徴で全身感染する（Janse et al., 2010）。イヌビエ

（Echinochloa crus-galli）は無病徴宿主である（Janse et al., 2010）。 
  
５ 移動分散方法 
（１）自然分散 

本細菌は、木質部を吸汁加害する昆虫類により媒介される(*1)。ヨコバイ科(Cicadellinae)、アワフキムシ科

(Cercopidae)、セミ科(Cicadidae)がベクターと知られている。アメリカ合衆国カリフォルニア州ではヨコバイ科の

Carneocephala fulgida(日本未発生)、Draeculacephala minerva(日本未発生)、Graphocephala 
atropunctata(日本未発生)等がブドウに感染する系統、ヨコバイ科の Homalodisca coagulata(日本未発生)、H. 
insolita(日本未発生)、Oncometopia orbona(日本未発生)、Graphocephala versuta(日本未発生)、Cuerna 
costalis(日本未発生)がモモに感染する系統のベクターとして知られている(CABI, 2014)。また、ブラジルにおいて

は、ヨコバイ科の Acrogonia terminalis(日本未発生)、Acrogonia citrina(日本未発生)がカンキツに感染する系統

のベクターとなっている、アメリカ合衆国カリフォルニア州では Homalodisca vitripennis(日本未発生)がカンキツ、

ブドウ等のベクターとなっている報告もある（Coelho et al., 2008; IPPC, 2017; CABI, 2018）。 
ベクターの飛翔は 100ｍと短いが、風によって長距離移動することが知られている(EFSA, 2013)。本細菌は、

ベクターによる野生宿主植物への伝搬により維持される。カンキツの系統は、ブドウの系統と同じベクターグルー

プによって伝染されるが、ブドウと比較してカンキツではベクターによる伝染が起こり難いという報告がある(CABI, 
2014; EPPO, 2014b)。 

冬の気候によって本細菌は次のシーズンまで生存できる地域が限定される。ピアス病は暖冬の地域でのみ発

生するが、これは休眠中の植物での細菌の生存に関係があると推定される。冬に多湿だとベクターの個体群の生

存が促進され、夏に乾燥する地域で本病が蔓延する。冬の気候が氷点に近い温暖な地域では、ブドウでの感染

だけが次の年まで続く。カリフォルニア州ではブドウからブドウへの慢性的な感染の証拠はない。これは、新しい

葉にのみ感染するため、冬に生存する可能性が低いためと考えられる。冬期に潜在的なベクターが存在しなけれ

ば、ヨーロッパのような温暖地域でも本細菌の自然分散や定着は起こらない(CABI, 2014; EPPO, 2014b)。 
  
(*1) 本細菌は道管部（木部）局在細菌(xylem-limited bacterium)のため、カメムシ目や頸吻亜目に属する道管部

（木部）吸汁性の害虫だけに伝染されるとの報告がある(EFSA, 2015)。これら昆虫による本細菌の伝染は、潜伏

期は必要ではないが、細菌は永続的に伝染される可能性が示唆されている(EFSA, 2015)。細菌の取り込みは消

化管(alimentary canal)に限定され、昆虫全体には取り込まれないことも示唆されている(EFSA, 2015)。細菌は

前口孔または口孔内に付着し、そして前口孔または口孔内で増殖する(リンパ液内には循環せず、潜在期間も必

要ない)。このことから、ベクターが脱皮をすることにより伝染性を失うことが示唆され、これは、腸管は外胚葉由来

であるため、脱皮の際に更新されるためと考えられている(EFSA, 2015)。新たに現れた成虫は、本細菌に感染

し、伝搬するためには、感染した植物を吸汁しなければならない可能性がある。一度感染すると、成虫のベクター

は、生存期間中腸管で細菌が増殖し、永続的に伝搬することができる可能性がある(EFSA, 2015)。なお、細菌は

経卵伝染はされない。 
有翅成虫は、高い移動性があるため、本細菌の分散の原因となる。細菌の保持は腸管に限定されるため、昆

虫あたりの細菌濃度は低い（ベクターの腸管内で生きている細菌はほとんど無い）ので、本細菌の保毒を調べる

ためには PCR のような精度の高い手法が必要となる(EFSA, 2015) 。本細菌の伝染は木部吸汁性の昆虫だけ

に限定されるが、あまり特異的ではないことが知られているため、すべての道管部（木部）吸汁性の昆虫は、ベク

ターとなる可能性があると考えられているが、伝染の有効性は、昆虫の種、寄主植物及び本細菌の遺伝子型によ

り差異があると考えられている(EFSA, 2015) 。 
 一方、師部吸汁性害虫(phloem-sap-feeding insects)は、本細菌が道管部（木部）道管内で増殖するため、潜在

的ベクターと考えられていない(Cornara et al, 2017a)。実際、本細菌に感染しているオリーブ園の地上部の植物

より集められた Philaenus spumarius 及び Euscelis lineolatus を PCR により調べたところ、道管部（木部）吸汁

性害虫(xylem sap-feeding insects)の P. spumarius からは本細菌が確認できたが、E. lineolatus からは検出で
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きなかった報告がある(Saponariet al., 2014)。しかし、重度の感染が確認されているオリーブ園で採取された、E. 
lineolatus の成虫の体内から、本細菌が検出された報告がある (Elbeaino et al., 2014; EFSA, 2015)。これは、

師部吸汁性害虫であっても、わずかに木部を吸汁する場合もあることが他の種で報告されており(EFSA, 2015)、
同様なことが起こっている可能性がある。しかし、体内で本細菌が発見されているが、実際に本細菌を伝搬するこ

とは証明されていないため、ベクターではないとの報告もある(Chauvel et al, 2015)。 
 
（２）人為分散 

接ぎ木、栽培用苗及び穂木により伝搬する(CABI, 2014; EPPO, 2014b)。種子については、スウィートオレンジ

において、（本細菌による）citrus variegated chlorosis 症状を発症した果実から得られた種子を播種、育成して得

た苗から本細菌が検出されたという調査結果が報告されている（Li et al., 2003）。しかし、その他に種子伝染が起

こった事例は報告されていない。また、感染した果実からベクターによって伝搬されるかについては、調査が行わ

れていない（EFSA, 2015）。果実を含む栽培の用に供しない植物を輸入することによる入り込みの可能性は無視

できる。種子、切り花の輸入による入り込みの可能性は低いとされている（EFSA, 2015）。 
 
６ 生態 
（１）中間宿主及びその必要性 
    情報なし。 
 
（２）伝染環数 

情報なし。 
 
（３）植物残渣中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 

７ 媒介性又は被媒介性に関する情報 
 日本既発生のホソアワフキ（Philaenus spumarius）が、ヨーロッパにおいて X. fastidiosa のベクターと

して報告されている（CABI, 2018; Cornara et al., 2017b; Saponari et al., 2016）。 
その他のベクターの可能性がある、我が国に発生しているヨコバイ類 
ブドウ: フタテンヒメヨコバイ(Arboridia apicalis), スズキヒメヨコバイ(Arboridia suzukii), ヒメアオズ

キンヨコバイ(Batracomorphus diminutus), アオズキンヨコバイ(Batracomorphus mundus), 
ツマグロオオヨコバイ(Bothrogonia ferruginea) 

モモ・スモモ: ヒメヨコバイの一種(Empoasca sp.), オビヒメヨコバイ(Naratettix zonatus), オオヨコ

バイ(Cicadella viridis)  
 

８ 被害の程度 
アメリカ合衆国やブラジル等で本細菌による経済的損失が報告されている(CABI, 2014)。 
アメリカ合衆国の本細菌の発生地域（メキシコ湾沿岸）では、ヨーロッパブドウ(Vitis vinifera)及びヴィティス・ラ

ブルスカ(V. labrusca)において本細菌が高い確率で伝染したために栽培できず、代わりに V. rotundifolia 
(muscadine)や抵抗品種を栽培することになったとの報告がある。南米及び米国カリフォルニア州の一部のブドウ

生産地域でも同様な事例がある。このように、発生地域では抵抗性品種の利用をしなければならないなど栽培に

制限がある。一方、他の地域での栽培に影響はない。発生地域からの未発生地域への分散は確認されていな

い。このため、本細菌の分散は、気候の影響を受けやすく、ベクターの発生状況に依存している可能性がある。 
モモでは樹木自体を枯死させることはないが、小果化及び果実数減少の影響がある。カンキツは、ブラジル南

部で被害の報告があり、2005 年には、これら感染地域の商業用果樹で 44～63%が感染し、減産の原因となっ

た。 
他の宿主植物（オーク、カエデ、クワ、ニレ等）は、成長期に葉枯れが見られるが、枯死や栽培ができないような

被害は起きていない(CABI, 2014)。     
2013 年にイタリアの Apulia 地方において本細菌が流行し、オリーブ圃場で被害の発生が報告されている

(EFSA, 2015)。 
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９ 防除に関する情報 
健全な穂木の生産が実用的な唯一の防除方法である(CABI, 2014)。ベクターに対する防除は、分散を防ぐ有

効な方法である。農薬散布等の化学的防除は野外では有効ではない。ポット苗のテトラサイクリン水溶液への浸

漬は、一時的には有効である(CABI, 2014)。 
 

１０ 同定、診断及び検出 
（１）診断 
ア 病徴 

サクラ属： 頂点の叢生、葉の先端及び葉縁の退緑、褐変、株全体の萎凋、枝の先端の枯れ込み等 

ブドウ属及びキイチゴ属： 根の木質部の黄色い条斑、葉の周辺部の焼け(burning)及びしおれ、つる先の褐

色化、つる先の暗緑色の斑点、植物体及び果実のしおれ等 

ミカン属、キンカン属及びカラタチ属： 葉の退緑斑及び褐色斑、頂点の節間短縮、枯れ込み、果実の小型

化等 

ナシ属： 枝の枯れ込み、葉焼け症状等 

コナラ属、カエデ属、アメリカスズカケノキ及びアメリカニレ： 葉焼け症状等 

イ 標徴 
枝、根などの木部導管に発生するゴム状物質 

ウ 検定 
電子顕微鏡： 葉柄の切片から導管内の病原菌を観察（CABI, 2014; EPPO, 2014a）。 
接種検定： 感受性植物への接ぎ木または虫媒接種(CABI, 2014; EPPO, 2014a) 
血清学的診断法： ELISA、蛍光抗体法、dot immunobinding assay (DIBA)法(EPPO, 2014a)。葉

柄を試料とした ELISA キット（Agdia, Inc.）が市販されている（３種の血清型を混合。アーモンド、

カンキツ、ブドウ、ニレ、クワ、オーク、ニチニチソウ及びアメリカスズカケノキから検出が可能）。 
遺伝子学的診断法： DNA hybridization 法、PCR 法(EPPO, 2014a)。最も感度が高く信頼性のある検

出法は PCR 法である。Minsavage ら（1994）の種特異的プライマーは、アルファルファ、モモ、オーク、

カンキツ、セイヨウキョウチクトウ、プラム、ブドウ及びアーモンドから検出が可能である（CABI, 2014; 
Minsavage et al., 1994）。亜種については、16S-23S rDNA ISR 領域の塩基配列解析により識別で

きる（EFSA, 2013; Ministère de l’Agriculture, de l'Agroalimentaire et de la Forêt, 2015b; 
Schaad, 2004, Hernandez-Martinez, 2007）。 

 
１１ 検疫処理及び措置  

情報なし。 
 
１２ 我が国における現行の植物検疫措置 
我が国は、現在、本細菌を植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表２の２に規定しており、本細菌が発生してい

る国又は地域からの該当する宿主植物の生植物（種子及び果実を除く。）については、適切な血清学的診断法又

は核酸の塩基配列を検出するために適切と認められる方法による検査が行われ、かつ、本細菌に侵されていな

い旨を検査証明書に特記することを要求している。 
 
１３ 諸外国での検疫措置状況 

EU は検疫有害動植物(A2)へ指定。 
韓国は本種を理由にブドウ苗木類の輸入を禁止。 
ニュージーランドは、本細菌の無発生地域または無発生生産地からの苗を要求。加えて輸入後、指定診断施

設での検査（MPI, 2018）。 
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リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Xylella fastidiosa に対する検疫措置を見直すためにリスクアナリシスを実施した。 
２．対象となる有害動植物 

Xylella fastidiosa 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２ 地理的分布」に示す「国又は地域」からの「３ 宿主植

物及び国内分布」に示す「宿主植物」であって、「４ 感染部位及びその症状」に示す「感染部位」である「葉、茎、

根」を含む植物 
４．対象となる地域 

日本全域 
５．開始の結論 

Xylella fastidiosa を開始点とし、本種の発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする

病害虫リスクアナリシスを開始する。 
 
第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．農業生産等への影響の評価 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（１） 定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア） 潜在的検疫有害動植物の生

存の可能性 
感染部位が周年で存在することから、低温、乾燥

等の不良環境下でも生存可能と考えられる。 
 

（イ） リスクアナリシスを実施する地

域における中間宿主の利用可

能性 
中間宿主は必須でない 評価しない 

（ウ） 潜在的検疫有害動植物の繁

殖戦略：  
有害植物のため ５点 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

（ア） 寄主又は宿主植物の利用可

能性及び環境の好適性 

主要な宿主のミカン、ブドウ、モモ、ナシは、47都道

府県で生産されている。ミカン属は東北以南（宮

城、山形）に分布している。サクラ属は街路樹、自

生木を含めて全国に分布している。コナラ属、ハル

ニレは、沖縄以外の全国に自生。 

５点 

（イ） 潜在的検疫有害動植物の寄

主又は宿主範囲の広さ 
ブドウ科、アカザ科、イネ科を含む数十科から報告

がある。 
 

（ウ） 潜在的検疫有害動植物のリス

クアナリシスを実施する地域

における環境の好適さ 
  

（エ） 有害動植物の侵入歴 
東洋区、旧北区、新北区、新熱帯区の４区に分布

する。 
４点 

ウ 定着の可能性の評価結果  ４．６７点 

（２） まん延の可能性の評価 

ア 自然分散(自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散) 

（イ） 線虫及び有害植物の自然分散 

ａ ベクター以外による伝搬 

（ａ） 移動距離 － －点 

（ｂ） 伝染環数 － －点 

ｂ ベクターによる伝搬 
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（ａ） ベクターの移動距離 
ヨコバイ等のベクターによる分散。ベクターによる飛

翔は 100ｍまでであるが、風によって長距離移動を

することができる。 

５点 

（ｂ） ベクターの伝搬様式 
永続伝搬。細菌は口器に付着し、吸汁加害する際、

直接伝搬する。また、本種はベクターの体内で増殖

し、永続的に伝搬される。 

５点 

イ 人為分散  

（ア） 農作物を介した分散 
主要な宿主のミカン、ブドウ、モモ、ナシは、47 都道

府県で生産されている。 
５点 

（イ） 非農作物を介した分散 非農産物を介した分散は知られていない －点 

ウ まん延の可能性の評価結果  ５点 

（３） 経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア） 影響を受ける農作物又は森林

資源 

ミカン、ブドウ、モモ、ナシ等の農産物産出額：

3,155.8 億円 

(参考) トウカエデ、ナラ類、クヌギの森林資源 (5
点) 

４点 

（イ） 生産への影響 

農産物：感染したブドウ（永年作物）は品種や樹齢に

よるが１年～数年以内に枯死する。 
(参考) 森林資源：明確な経済的被害は報告されて

いない（2 点） 

５点 

（ウ） 防除の困難さ 
健康な穂木の生産が実用的な唯一の防除方法であ

る。 
 

（エ） 直接的影響の評価結果 

影響を受ける農作物の価値と被害の積 = 4×5=20 

（4 点） 
（参考） 森林資源の価値と被害の積 =  5×2＝10 
（2 点） 

４点 

イ 間接的影響 

（ア） 農作物の政策上の重要性 
「農業保険法」及び「同法施行令」、「果樹農業振興

特別措置法施行令」に規定する主要農作物 
１点 

（イ） 輸出への影響 韓国では輸入禁止 １点 

ウ 経済的重要性の評価結果  ５点 

 評価における不確実性 

  情報なし。 

農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 
高い １１６．７点 
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２．入り込みの可能性の評価 

（１） 感染部位 X. fastidiosa は木部導管内、根、茎及び葉内で増殖する。 

葉焼け、葉の萎縮、葉の斑入りの萎黄症状、若芽の発育不良、頂点の

叢生、果実の小型化、高糖質、果皮の硬化。 

（２） 伝搬方法 ベクターによる媒介、接ぎ木、栽培用苗及び苗木により伝搬。 

（３） 我が国に侵入する可能

性のある経路 

 

〔栽植用植物〕、〔栽植用球根類〕及び〔消費用生植物〕が経路として考

えられる。 

〔栽植用種子〕については、スウィートオレンジで種子伝染が起こった

という報告があるが、種子伝染が起こった事例はこの 1 件しか報告され

ていない。また、EFSA は入り込みの可能性の結論から栽植用種子を除

外している(EFSA, 2015)。したがって、本評価では〔栽植用種子〕を経路

として考えない。 

経路・用途 部位 経路となる可

能性 

ア 栽植用植物 葉、枝(茎)、根 ○ 

イ 栽植用球根類 球根 ○ 

ウ 栽植用種子 種子 × 

エ 消費用生植物 葉、枝(茎) ○ 

（４） 宿主植物の輸入データ 別紙３を参照 

 

（５） 侵入する可能性のある経路ごとの評価 

ア 栽植用植物及び イ 栽植用球根類 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（ア） 加工処理に耐えて生き残る可

能性 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に

影響を与える加工処理等は実施していない。 
５点 

（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体

の見えにくさ 
有害植物のため。 ５点 

（ウ） 輸入品目からの人為的な移動

による分散の可能性 

栽培のために寄主・宿主植物が存在する地域

へ直接運ばれる。 
５点 

（エ） 輸入品目からの自然分散の可

能性 

栽植用植物及び栽培の用に供し得る植物のた

め。 
５点 

評価における不確実性 
 

栽植用生植物及び栽植用球根類の

入り込みの可能性の評価の結論 
高い ５点 

 

エ 消費用生植物 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（ア） 加工処理に耐えて生き残る可

能性 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に

影響を与える加工処理等は実施していない。 
５点 

（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体

の見えにくさ 
有害植物のため。 ５点 

（ウ） 輸入品目からの人為的な移動

による分散の可能性 

宿主植物の栽培地、分布地に基づく人口比：

１。 
４点 
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（エ） 輸入品目からの自然分散の可

能性 

ベクターであるホソアワフキが我が国に存在す

る。 
１点 

評価における不確実性 

消費用生植物のうち切り枝/花を経路とした場合、本来の用途ではない栽培目的で使用される可能性が

ある。また、生果実から感染したという事例は報告されていないが、生果実に含まれる種子が本来の用

途ではない栽培目的で使用される可能性があるため、評価の結論には不確実性が伴う。  

消費用生植物の入り込みの可能性の

評価の結論 
中程度 ３．８点 

 

 

３．Xylella fastidiosa の病害虫リスク評価の結論 

農業生産等への影響評価の

結論（病害虫固有のリスク） 
入り込みのリスク 病害虫リスク評価の結論 

用途 入り込みの可能性

の評価の結論 
 

高い 
ア 栽植用植物 

イ 栽植用球根類 
高い 高い 

エ 消費用生植物 中程度 
中程度（農業生産等への

影響が高い） 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
リスク評価の結果､Xylella fastidiosa はリスク管理措置が必要な検疫有害植物であると判断されたことから、

ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本細菌の侵入リスクを低減するための適切な管理措置

について検討する。 
 

１．Xylella fastidiosa に対するリスク管理措置の選択肢の有効性及び実行可能性の検討 
 

選択肢 
 

 
方法 

 

 
有効性及び実行可能性の検討 

 

有効性及び実行可能性の難易 
 

実施時期 有効性 実行上

の難易 

①病害虫無

発生地域又

は病害虫無

発生生産地

の設定 

国際基準 No.4 又

は No.10 の規定に

従って設定 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国の国家植

物防疫機関が設定、管理、維持する

病害虫無発生地域又は病害虫無発

生生産地であれば、リスクを十分に

低減することができる。 
 
〔実行可能性〕 
 設定等の要件にはベクターに対して

も無発生を設定する必要があるた

め、ベクターの飛翔距離を考慮して

設定し、無発生を維持すること等が

必要となることから、輸出国において

適切に管理されることが条件である

が、実行可能と考えられる。 
 

 
輸出国 
輸出前 

 
○ 

 
○ 

② シ ス テ ム

ズ・アプロー

チ 

 複数の措置の組み合わせであるシス

テムズ・アプローチについての有効性

及び実行可能性については、具体的

に提案される措置の内容を検討する必

要がある。 
 

輸出国 
輸出前 

― ― 

③栽培地検

査 
栽培期間中に生育

場所において植物

の 病 徴 を 観 察 す

る。 

〔有効性〕 
 栽培期間中に病徴を明瞭に現す場

合は有効である。 
 主にブドウ、カンキツ、モモに被害が

発生しており、栽培期間中に葉焼

け、発育不良、葉の萎黄症状等の病

徴を現す。 
 系統によっては特定の宿主に症状を

現さない場合や、病徴を現す場合で

も長期間を要する場合がある。 
 
［実行可能性］ 
 輸出国においてベクターの防除も含

め適切に管理されることが条件であ

るが、実行可能と考えられる 
 

 
輸出国 
栽培中 

 
▽ 

 
○ 

④⑤精密検

定 
本細菌に特異的な

抗 血 清 に よ る

ELISA 法等血清学

的診断、特異的な

プラ イマーによる

PCR 法等遺伝子

診断 

〔有効性〕 
 市販されている抗血清の利用により

容易に検定が可能である。 
 PCR 法により精度の高い検出が可

能である。 
 
〔実行可能性〕 
 検定施設を有すること、検査に時間

 
輸出国 
輸出前 

 
 

輸入国 
輸入時 

 
○ 
 
 
 

○ 

 
○ 
 
 
 

○ 
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を要することが解消できれば実行可

能である。 
 

⑥荷口への

当該病害虫

の付着がな

い こ と を 検

査証明書に

追記 
 

輸出国での検査の

結果、本細菌の付

着がないことを確

認し、その旨を検

査証明書に追記す

る。 
 

〔有効性〕 
 主にブドウ、カンキツ、モモに被害が

発生しており、葉焼け、発育不良葉

の萎黄症状等の病徴を現わす。 
 系統によっては特定の宿主に症状を

現さない場合や、病徴を現す場合で

も長期間を要する場合がある。 
 
［実行可能性］ 
 輸出国において適切な輸出検査が

行われることが条件であるが、実行

可能と考えられる。 
 

 
輸出国 
輸出時 

 

 
▽ 
 

 
○ 
 

⑦輸出入検

査 （ 目 視 観

察） 

植物体の病徴を観

察する。 
〔有効性〕 
 主にブドウ、カンキツ、モモに被害が

発生しており、葉焼け、発育不良葉

の萎黄症状等の病徴を現す。 
 系統によっては特定の宿主に症状を

現さない場合や、症状を現す場合で

も長期間を要する場合がある。 
 ベクターとなるヨコバイ科、アワフキ

ムシ科、セミ科の害虫類の幼虫や成

虫については目視できるため、その

付着について確認することができる

（卵は経路とならない）。 
 
〔実行可能性〕 
 通常実施されている輸出入検査で

あり、十分実行可能である。 
 

 
輸出国 
輸出時 

 
 

輸入国 
輸入時 

 
▽ 
 
 
 

▽ 

 
○ 
 
 
 

○ 

⑧隔離検査 輸入後、国内の施

設等において一定

期間栽培し、病徴

の確認や精密検定

を実施する。 

〔有効性〕 
 病徴発現まで時間を要する場合で

も、栽培施設で適切に管理すること

により検査が可能である。 
 病徴が現れない場合でも、隔離期間

中に特異的な抗血清やプライマーを

用いた精密検定により検出が可能で

ある。 
 
〔実行可能性〕 
 通常実施されている隔離検査であ

り、十分実施可能である。 

 
輸入国 
輸入後 

 
○ 

 

 
○ 

 

 
有効性       ○：効果が高い 

                ▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
－：検討しない 

実行可能性   ○：実行可能 
                ▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 
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－：検討しない 
 
２．経路ごとの Xylella fastidiosa に対するリスク管理措置の選択肢の有効性（上段）及び実行可能性（下段）一

覧 
経路ごとのリスク管理措置について検討した結果を下記のようにとりまとめた。 
 

選択肢 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 経路等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

病
害
虫
無
発
生
地
域
ま
た
は 

無
発
生
生
産
地
の
設
定 

シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ 

栽
培
地
検
査 

精
密
検
定 

精
密
検
定 

検
査
証
明
書
へ
の
追
記 

輸
出
入
検
査
（
病
徴
及
び
ベ
ク 

タ
ー
の
付
着
の
有
無
） 

隔
離
検
査 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

輸
入
国 

栽植用植物 
栽植用球根類 

有効性 ○ － ▽ ○ ○ ▽ ▽  ○ 

実行可能性 ○ － ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

消 費 用 生 植 物

（切り枝/切り花） 

有効性 ○ － ▽ ○ ○ ▽ ▽  － 

実行可能性 ○ － ○ ○ ○ ○ ○  － 

 
有効性       ○：効果が高い 
             ▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 
－：検討しない 

実行可能性   ○：実行可能 
                ▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 
－：検討しない 

 
３．経路ごとの Xylella fastidiosa に対するリスク管理措置の選択肢の特定 
（１）栽植用植物及び栽植用球根類 
ア． リスク管理措置 

   （ア）国際基準に従った病害虫無発生地域又は無発生生産地の設定（選択肢①）。 
   （イ）輸出国による輸出前の ELISA 又は PCR 法等による精密検定（選択肢④）。 

（ウ）輸入時の ELISA 又は PCR 法等による精密検定（選択肢⑤）。 
   （エ）輸入後国内の隔離栽培施設にて隔離検査を実施（選択肢⑧）。 
 イ． 検討結果 

本細菌には多くの系統が存在し、果樹や樹木等に葉焼け等の病徴を示すことが報告されているが、系統によっ

ては特定の宿主に症状を示さない場合や、症状を示す場合でも長期間を要する場合があるため、栽培期間中及

び輸出入時の目視による病徴検査は有効でない場合がある。植物の輸入目的が栽培用であり直接栽培地へ持ち

込まれるため、見逃すリスクについて考慮した上で管理措置を適用する必要がある。 
また、本細菌は木質部を吸汁加害するヨコバイ科、アワフキムシ科、セミ科の害虫類がベクターと知られている

ため、生産施設やほ場で実施する措置については、この点についても考慮する必要がある。ベクターとなるこれら

害虫類は、幼虫や成虫が対象となり（卵は経路とならない）、目視で付着の有無を確認できるため、輸出入検査時

に、ベクターの付着の有無についても検査で確認をする必要がある。 
このことから、「栽植用植物」及び「栽植用球根類」を経路とする場合のリスク管理措置は、以下のいずれかの措

置を提案する。 
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（ア）国際基準に基づき、輸出国国家植物検疫機関が設定・管理・維持する本細菌の病害虫無発生地域又は無発

生生産地内での生産（選択肢①）は有効である。ただし、病害虫無発生地域等の維持等においては、本細菌を

保有しうるベクターの飛び込みに、十分留意すべきである。 
（イ）及び（ウ）本細菌に特異的な抗血清を用いた ELISA 法や特異的なプライマーを用いた PCR 法による精密検

定を実施すれば、もし対象の植物が感染していれば検出することが可能である（選択肢④又は⑤）。加えて、輸

出入検査時に、ベクターの付着の有無についても検査する。 
（エ）隔離検査（選択肢⑧）については、栄養繁殖する球根類や多年生の樹木類を対象とし、輸入後、国内の隔離

施設等において一定の期間栽培し、生じた病徴の確認及び増殖した本細菌の精密検定を実施することは、本細

菌の侵入防止に有効な措置であると考える。なお、輸出入検査時に、本細菌のベクターの付着の有無について

も検査する必要がある。 

なお、複数の措置の組み合わせであるシステムズアプローチ（選択肢②）についての有効性及び実行可能性に

ついては、具体的に提案される措置の内容を検討する必要がある。 
 

（２）消費用生植物（切り花・切り枝） 
ア． リスク管理措置 
（ア）国際基準に従った病害虫無発生地域又は無発生生産地の設定（選択肢①）。 

  （イ）輸出国の栽培地において適切な時期に栽培地検査を実施（選択肢③）。 
  （ウ）輸出国による輸出前の ELISA 法又は PCR 法等による精密検定（選択肢④）。 

（エ）輸入時の ELISA 法又は PCR 法等による精密検定（選択肢⑤）。 
（オ）輸出国に対し検査対象を明示し、感染していれば症状が出やすい部位等に対する綿密な検査を求め、本細菌

の病徴がないことを確認し、その旨を検査証明書へ追記（選択肢⑥）。 
（カ）輸出入時の目視による病徴検査（選択肢⑦）。 

 
イ． 検討結果 

本細菌には多くの系統が存在し、果樹や樹木等における病徴報告があるが、系統によっては特定の宿主に症

状を示さない場合や潜伏期間が長い場合がある。しかし、輸入される切り花・切り枝等は、通常観賞用として短期

間のうちに消費・廃棄され直接栽培地へ持ち込まれる可能性は低いことから、輸入時に切り花等に病徴等がなけ

れば感染源となる可能性は無視できると考えられる。また、本細菌は、木質部を吸汁加害するヨコバイ科、アワフキ

ムシ科、セミ科の害虫類の幼虫や成虫（卵は経路とならない）がベクターとなることが知られているため、輸出入検

査時に、ベクターの付着の有無についても検査で確認をする必要がある。 
 このことから、（カ）輸出入時の目視による病徴及びベクターの付着の検査（選択肢⑦）を提案する。 

 
４．Xylella fastidiosa のリスク管理措置の結論 
  経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本細菌の入り込みのリスクを低減させる効果があり、かつ必要

以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下にとりまとめた。 
経路 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物 アエスクルス・ヒブリダ、アオゲイト

ウ、アカシア・サリグナ、アガティス・

アウストラリス、アスパラガス・アクテ

ィフォリウス、アボカド等 

○輸出国における輸出前に本細菌に対する精密

検定を実施し、輸出入時にベクターの付着の有無

について検査する。 
又は 
○輸出入時にベクターの付着の有無について検

査し、輸入時に本細菌に対する精密検定を実施す

る。 

栽植用球根類 ○輸出国における輸出前に本細菌に対する精密

検定を実施する。 
又は 
○輸入時に本細菌に対する精密検定を実施す

る。 

消費用生植物（切り

枝/花） 
○輸出入時の目視検査を実施し本細菌の病徴及

びベクターの付着の有無を確認する。 
 

 
なお、複数の措置の組み合わせであるシステムズアプローチ（選択肢②）についての有効性及び実行可能性につ

いては、具体的に提案される措置の内容を検討する必要がある。 
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別紙１ 

Xylella fastidiosa の発生地の根拠 

国 ステータス 根拠論文 備考 

アジア       

台湾 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

中東       

イスラエル 一地域の発生、

封じ込め中 
EPPO, 2019c; NPPO of 
Israel, 2019; 

2017 年から 2018 年の調査

で、症状のあるアーモンドの木

が複数発見。北東部の 3 つの

隣接する商業果樹園で症状の

あるアーモンドの木が発見さ

れ、検定の結果 X.fastidiosa 
subsp fastidiosa が検出され

た。 
イラン 発生 EFSA, 2015   

欧州       

イタリア 発生 CABI, 2014; EPPO, 
2014a ; Giampetruzzi A et 
al 2017; EC (accessed 
2018) ; EPPO, 2019a 

2015 年に同州の Taranto 県

及び Brindisi 県でも確認され

た。2018 年 6 月において、プッ

リャ州の北部に向けて被害が

広がっているのが確認されてい

る。2018 年 11 月に中部のトス

カーナ地域において、様々な観

賞用植物、野外の植物の検定

において陽性を示す。2019 年

1 月現在、野外調査で 72 の植

物から発見されている。 
フランス 一時的発生    

南フランス（アルプ－

マリティーム県、ヴァ

ール県） 

発生 Chauvel G et al, 2015;  
Département des Alpes-
Maritimes, 2015; EPPO, 
2015c; EPPO, 2016b; 
EPPO, 2019d; 

2015 年の初報告以降、アルプ

－マリティーム県、ヴァール県

の 19 の自治体で発生が確認

された。2019 年 9 月両県で観

賞目的で栽培された症状を有

するオリーブからも発見された 
コルシカ島 発生 EFSA, 2015;Ministère de 

l’Agriculture, de 
l'Agroalimentaire et de la 
Forêt, 2015a, b; EPPO 
2015a, b; EPPO 2016b; 
EC (accessed 2018) ; 
CABI, 2018 

2016 年 9 月現在、コルシカ島

において、287 か所から発見さ

れている。8,500 個のサンプル

の 8％が陽性を示した。 

コソボ 未発生 CABI, 2014; EFSA, 2015 発生した報告(Berisha, 1998)
はあるが、報告内容が疑わし

く、追加調査が行われていない

(EFSA, 2015)ことから、未発生

とした。 
スペイン       

マドリード州 発生 EFSA, accessed 2018; 
XF-ACTORS, 2018; 
EPPO, 2019b; 

2018 年 4 月に野外のオリーブ

の木 1 本から X. fastidiosa 
subsp. multiplex が発見され、

発生地域を指定し、根絶に向

けた措置を実施している。 
バレンシア州 発生 EPPO, 2017c; EC 2018 年に、12,517 検体のサ
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(accessed 2018) ; CABI, 
2018; EPPO, 2019b; 

ンプルが採取され、231 検体が

陽性を示す）。 2018 年 11 月

現在、アリカンテ県で 440 検体

から感染が確認された 
バレアレス諸島（マヨ

ルカ島、Ibiza 島、

Formentera 島、

Menorca 島） 

発生 FAO/IPPC, 2017; EPPO, 
2017a;  EPPO, 2017b; 
Govern Illes Balears 
(2017); EC (accessed 
2018) ; CABI, 2018; 
EPPO, 2019b; 

2016 年 11 月、バレアレス諸島

マヨルカ島のスイートチェリー

（Prunus avium）から当該細菌

が検出さた(IPPC, 2016)。マヨ

ルカ島で発見以降、他の島々

（イビザ島、フォルテメンテラ

島、メノルカ島）でも発見されて

いる(EPPO, 2017a)。その後、

様々な植物種から 937 サンプ

ルを採取し、219 サンプルの植

物が陽性と判定された(EPPO, 
2017b)。2018 年 10 月現在、

740 の感染した植物が検出さ

れている。 
北米       

米国 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Alabama 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Arizona 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Arkansas 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

California 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Delaware 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

District of Columbia 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Florida 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Georgia 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Indiana 発生 EFSA, 2015   

Kentucky 発生 CABI, 2014    

Louisiana 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Maryland 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Mississippi 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Missouri 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Montana 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Nebraska 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

New Jersey 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

New Mexico 発生 EFSA, 2015   

New York 発生 CABI, 2014    

North Carolina 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Oklahoma 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Oregon 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Pennsylvania 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

South Carolina 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Tennessee 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Texas 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

Washington 発生 EFSA, 2015   

West Virginia 発生 CABI, 2014    

カナダ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    
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中南米       

アルゼンチン 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

エクアドル 発生 EFSA, 2015   

コスタリカ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

パラグアイ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

ブラジル 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

ベネズエラ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    

メキシコ 発生 CABI, 2014; EPPO, 2014a    
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別紙２ 
Xylella fastidiosa の宿主植物の根拠 

 

 

学名 科 属 和名 英名 根拠 備考(省令表示名) 

Hibiscus 
schizopetalus 

アオイ科 フヨウ属(ハイビスカ

ス) 
フウリンブッソウ

ゲ 

fringed 
hibiscus 

EFSA, 2016; EFSA, 2016; CABI, 
2019; 

新規追加 ふうりんぶつそうげ 

Hibiscus syriacus アオイ科 フヨウ属(ハイビスカ

ス) 
ムクゲ Shrubby althea EFSA, 2015; EFSA, 2016;   むくげ 

Malva parviflora アオイ科 ゼニアオイ属 マルウァ・パル

ウィフロラ  
cheeseweed EFSA, 2015   マルウァ・パルウィフロ

ラ 
Modiola 
caroliniana 

アオイ科   モディオラ・カロ

リニアナ 
  EFSA, 2016;  新規追加 モディオラ・カロリニア

ナ 
Chenopodium 
album 

アカザ科 アカザ属 シロザ   EPPO GDB, 2018;   しろざ 

Salsola tragus アカザ科 オカヒジキ属 サルソラ・ツラグ

ス 
  EFSA, 2016;  新規追加 サルソラ・ツラグス 

Coffea アカネ科 コーヒーノキ属 コーヒーノキ属   EFSA, 2015; EPPO,1998a; EPPO, 
2001c; EPPO, 2005a; EPPO, 2008a; 
EPPO, 2014a;  EPPO, 2014b; EPPO 
GDB, 2018; CABI, 2018; 

 コーヒーノキ属植物 

Coffea arabica アカネ科 コーヒーノキ属 アラビ カ コーヒ

ーノキ 
arabica coffee EFSA, 2015; EPPO, 2007; CABI, 

2018; EFSA, 2016;  
 コーヒーノキ属植物 

Coprosma 
repens 

アカネ科 コプロスマ属 コプロスマ・レペ

ンス 
mirror plant Costa et al., 2004; EFSA, 2015; 

EFSA, 2016;  
 コプロスマ・レペンス 

Coprosma 
robusta 

アカネ科 コプロスマ属 コプロスマ・ロブ

スタ 
   Groenteman et al., 2015;   コプロスマ・ロブスタ 

Richardia 
brasiliensis 

アカネ科 Richardia 属 リカルディア・ブ

ラジリエンシス 
white-eye 
(Australia 

EFSA, 2016; EFSA, 2016; CABI, 
2019; 

新規追加 リカルディア・ブラジリ

エンシス 
Spermacoce 
latifolia 

アカネ科   スペルマコセ・ラ

ティフォリア 
  EFSA, 2016;  新規追加 スペルマコセ・ラティフ

ォリア 
Fuchsia 
magellanica 

アカバナ科   フクシア・マゲラ

ニカ 
  EFSA, 2016;  新規追加 フクシア・マゲラニカ 

Ludwigia 
grandiflora 

アカバナ科 チョウジタデ属 ルドヴィギア・グ

ランディフロラ 
water primrose EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ルドヴィギア・グランデ

ィフロラ 
Brassica nigra アブラナ科 アブラナ属 ブラシカ・ニグラ   EFSA, 2016;  新規追加 ブラシカ・ニグラ 
Capsella bursa- アブラナ科   ナズナ shepherd's EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 なずな 
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pastoris purse 
Coronopus 
didymus 

アブラナ科   コロノプス・ディ

ディムス 

  EFSA, 2016;  新規追加 コロノプス・ディディム

ス 
Erysimum アブラナ科 エリシムム属 エリシムム属   EPPO GDB, 2018;   エリシムム属植物 
Sisymbrium irio アブラナ科 キハナハタザオ属 シシンブリウム・

イリオ 
Wild host EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 シシンブリウム・イリオ 

Haloragis erecta ア リ ノ ト ウ

グサ科 
アリノトウグサ属 ハロラギス・エレ

クタ 
   Groenteman et al., 2015;   ハロラギス・エレクタ 

Ginkgo biloba イチョウ科 イチョウ属 イチョウ maidenhair 
tree 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; CABI, 
2018; 

 いちよう 

Agrostis gigantea イネ科 ヌカボ属 コヌカグサ black bent EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 こぬかぐさ 
Avena fatua イネ科 カラスムギ属 カラスムギ wild oat EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 からすむぎ 
Bromus diandrus イネ科 スズメノチャヒキ属 ヒゲナガスズメ

ノチャヒキ 
great brome EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ひげながすずめのち

やひき 
Cenchrus 
echinatus 

イネ科 クリノイガ属 シンクリノイガ southern 
sandbur 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 しんくりのいが 

Cynodon 
dactylon 

イネ科 ギョウギシバ属 ギョウギシバ Bermuda grass EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ぎようぎしば 

Digitaria 
horizontalis 

イネ科 メヒシバ属 ディギタリア・ホ

リゾンタリス 
Wild host EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ディギタリア・ホリゾン

タリス 
Digitaria insularis イネ科 メヒシバ属 ディギタリア・イ

ンスラリス 
sourgrass EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ディギタリア・インスラ

リス 
Digitaria 
sanguinalis 

イネ科 メヒシバ属 ディギタリア・サ

ングイナリス 
  EFSA, 2016;  新規追加 ディギタリア・サングイ

ナリス 
Echinochloa 
crus-galli 

イネ科 ヒエ属 エキノクロア・ク

ルスガルリ 
barnyard grass CABI, 2019; 新規追加 エキノクロア・クルスガ

ルリ 
Hordeum 
murinum 

イネ科 オオムギ属 ムギクサ mouse barley CABI, 2019; 新規追加 むぎくさ 

Lolium perenne イネ科 ドクムギ属 ホソムギ perennial 
ryegrass 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ほそむぎ 

Paspalum 
dilatatum 

イネ科 スズメノヒエ属 シマスズメノヒエ dallisgrass EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 しますずめのひえ 

Poa annua イネ科 イチゴツナギ属 スズメノカタビラ annual 
meadowgrass 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 すずめのかたびら 

Setaria magna イネ科   セタリア・マグナ   EFSA, 2016;  新規追加 セタリア・マグナ 
Sorghum 
halepense 

イネ科 モロコシ属 セイバンモロコ

シ 
  EFSA, 2016; EPPO GDB, 2019; 

CABI, 2019; 
新規追加 せいばんもろこし 

Urtica urens イラクサ科 イラクサ属 ヒメイラクサ annual nettle EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ひめいらくさ 
Streptocarpus イワタバコ ストレプトカルパス ストレプトカルパ   EPPO GDB, 2018;   ストレプトカルパス属
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科 属 ス属 植物 
Hedera helix ウコギ科 キヅタ属 

セイヨウキヅタ 
English ivy Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 

2015; Janse et al., 2010; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

 せいようきづた 

Meryta sinclairii ウコギ科 メリタ属 メリタ・シンクラ

イリー 
   Groenteman et al., 2015;   メリタ・シンクライリー 

Diplocyclos 
palmatus 

ウリ科 オキナワスズメウリ

属 
オキナワスズメ

ウリ 
  EFSA, 2016;  おきなわすずめうり 

Pistacia vera ウルシ科 トネリバハゼノキ属 ピスタシオノキ Pistachio Costa et al.,2004; EFSA, 2015; CABI, 
2018; 

  ピスタシオノキ 

Rhus diversiloba ウルシ科 ヌルデ属 ルス・ディベル

シロバ 
  EFSA, 2016;  新規追加 ルス・ディベルシロバ 

Schinus molle ウルシ科 サンショウモドキ属 
コショウボク 

peruvian 
pepper 

Costa et al.,2004; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  こしようぼく 

Escallonia 
montevidensis 

エスカロニ

ア科 
  エスカロニア・モ

ンテビデンシス 
  EFSA, 2016;  新規追加 エスカロニア・モンテビ

デンシス 
Plantago 
lanceolata 

オオバコ科 オオバコ属 ヘラオオバコ ribwort plantain EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 へらおおばこ 

Acer カエデ科 カエデ属 カエデ属   EFSA, 2015; EPPO, 2007; Merriman 
et al., 2001; EPPO, 2016a;EFSA, 
2016; EPPO GDB, 2018; CABI, 2018; 

  かえで属植物 

Acer griseum カエデ科 カエデ属 グリセウムカエ

デ 
  EFSA, 2015; Nunney et al., 2013; 

EFSA, 2016; 
  かえで属植物 

Acer 
macrophyllum 

カエデ科 カエデ属 ヒロハカエデ   EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 
al., 2010; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  かえで属植物 

Acer negundo カエデ科 カエデ属 ネグンドカエデ box elder EFSA, 2013; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  かえで属植物 

Acer platanoides カエデ科 カエデ属 ノルウエーカエ

デ 
Norway maple EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
  かえで属植物 

Acer rubrum カエデ科 カエデ属 ベニカエデ red maple CABI, 2014; EFSA, 2015; EPPO, 
2014a;  EPPO, 2014b; Nunney et al., 
2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  かえで属植物 

Acer saccharum カエデ科 カエデ属 サトウカエデ sugar maple CABI, 2014; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  かえで属植物 

Alnus rhombifolia カバノキ科 ハンノキ属 アルヌス・ロンビ

フォリア 

white alder EFSA, 2013; EFSA, 2015; Nunney et 
al., 2013 ; EFSA, 2016; 

  アルヌス・ロンビフォリ

ア 
Ambrosia 
artemisiifolia 

キク科 ブタクサ属 ブタクサ common 
ragweed 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ぶたくさ 

Ambrosia 
psilostachya 

キク科 ブタクサ属 アンブロシア・プ

シロスタキア 
  EFSA, 2018;  新規追加 アンブロシア・プシロス

タキア 
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Ambrosia trifida キク科 ブタクサ属 アンブロシア・ト

リフィダ 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 アンブロシア・トリフィ

ダ 
Artemisia 
arborescens 

キク科 ヨモギ属 アルテミシア・ア

ルボレスケンス 
tree wormwood EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 

GDB, 2019; FAO, 2019; Ministerio de 
Agricultura, Pesca y Alimentación of 
Spain, 2019; 

新規追加 アルテミシア・アルボレ

スケンス 

Artemisia 
douglasiana 

キク科 ヨモギ属 アルテミシア・ダ

グラシアナ 
mugwort EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 

al., 2010; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; 

  アルテミシア・ダグラシ

アナ 

Baccharis 
halimifolia 

キク科 バッカリス属 バッカリス・ハリ

ミフォリア 
Eastern 
baccharis 

EFSA, 2015; Merriman et al., 2001; 
EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  バッカリス属植物 

Baccharis 
pilularis 

キク科 バッカリス属 バッカリス・ピル

ラリス 
coyote brush Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 

2015; Janse et al., 2010; Merriman et 
al., 2001; EFSA, 2016;  

  バッカリス属植物 

Conyza 
canadensis  

キク科   ヒメムカシヨモギ Canadian 
fleabane 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ひめむかしよもぎ 

Dimorphotheca 
fruticosa 

キク科 アフリカキンセンカ

属 
ディモルフォセ

カ・フルティコサ 
  EPPO GDB, 2019; POnTE, 2019a, b; 新規追加 ディモルフォテカ・フル

ティコサ 
Bidens pilosa キク科 センダングサ属 コセンダングサ   EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
  こせんだんぐさ 

Encelia farinosa キク科 エンケリア属 エンケリア・ファ

リノサ 
brittlebush Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 

2015; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; 

  エンケリア・ファリノサ 

Erigeron 
bonariensis 

キク科 ヒメジョオン属 アレチノギク   EPPO GDB, 2018;   あれちのぎく 

Erigeron 
sumatrensis 

キク科 ヒメジョオン属 オオアレチノギ

ク 
  EPPO GDB, 2018;   おおあれちのぎく 

Euryops 
chrysanthemoide
s 

キク科 エウリオプス属 エウリオプス・ク

リサンテモイデ

ス 

  PACA, 2018;   エウリオプス・クリサン

テモイデス 

Euryops 
pectinatus 

キク科 エウリオプス属 エウリオプス・ク

ティナトゥス 
  EPPO GDB, 2019;  新規追加 エウリオプス・ペクティ

ナツス 
Helianthus 
annuus 

キク科 ヒマワリ属 ヒマワリ   EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 ひまわり 

Helichrysum 
italicum 

キク科 ムギワラギク属 ヘリクリスム・イ

タリクム 
  EPPO GDB, 2018;   ヘリクリスム・イタリク

ム 
Helichrysum 
stoechas 

キク科 ムギワラギク属 ヘリクリスム・ス

トエカス 
  EPPO GDB, 2019;  新規追加 ヘリクリスム・ストエカ

ス 
Iva annua キク科 イウァ属 イウァ・アンヌア   EFSA, 2016;   イウァ・アンヌア 
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Lactuca serriola キク科   トゲチシャ prickly lettuce EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 とげちしや 
Phagnalon 
saxatile 

キク科 ファグナロン属 ファグナロン・サ

クサチレ 
  EPPO GDB, 2018;   ファグナロン・サクサチ

レ 
Pluchea odorata キク科 ヒイラギギク属 タワダギク   EFSA, 2016;   たわだぎく 
Ratibida 
columnaris(=Rati
bida columnifera) 

キク科 ラティビダ属 ラティビダ・コル

ムナリス 
Mexican hat 
flower 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; Nunney et 
al., 2013; EFSA, 2016; 

  ラティビダ・コルムナリ

ス 

Senecio vulgaris キク科 キオン属 ノボロギク Wild host EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 のぼろぎく 
Silybum 
marianum 

キク科 オオアザミ属 オオアザミ variegated 
thistle 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 おおあざみ 

Solidago 
fistulosa 

キク科 ソリダゴ属 ソリダゴ・フィス

ツローサ 
Goldenrod EFSA, 2015; Merriman et al., 2001; 

EFSA, 2016; 
  ソリダゴ・フィスツロー

サ 
Solidago 
virgaurea 

キク科 ソリダゴ属 ソリダゴ・ウィル

ガウレア 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 ソリダゴ・ウィルガウレ

ア 
Sonchus 
oleraceus 

キク科 ノゲシ属 ノゲシ common 
sowthistle 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 のげし 

Xanthium 
spinosum 

キク科   クサンティウム・

スピノスム 

bathurst burr EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 クサンティウム・スピノ

スム 
Xanthium 
strumarium 

キク科   クサンティウム・

ストルマリウム 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 クサンティウム・ストル

マリウム 
Catharanthus 
roseus (=Vinca 
rosea) 

キョウチク

トウ科 
ニチニチソウ属 ニチニチソウ Madagascar 

periwinkle 
EFSA, 2015; EPPO, 1998c; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  にちにちそう 

Nerium oleander キョウチク

トウ科 
キョウチクトウ属 

セイ ヨウキ ョウ

チクトウ 

common 
oleander 

CABI, 2014; Costa et al.,2004; EFSA, 
2013; EFSA, 2015; EPPO, 1999; 
EPPO, 2000a; EPPO, 2007; EPPO, 
2014a; EPPO, 2014b; Merriman et al., 
2001; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  せいようきようちくとう 

Vinca キョウチク

トウ科 
ツルニチ ニチソ ウ

属 
ツルニチニチソ

ウ属 
  EFSA, 2013; EFSA, 2015; Nunney et 

al., 2013; EPPO GDB, 2018;  
  つるにちにちそう属植

物 
Vinca major キョウチク

トウ科 
ツルニチ ニチソ ウ

属 
ツルニチニチソ

ウ 
common 
periwinkle 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 
al., 2010; Merriman et al., 2001; 
EFSA, 2016; 

  つるにちにちそう属植

物 

Vinca minor キョウチク

トウ科 
ツルニチ ニチソ ウ

属 
ヒメツルニチニ

チソウ 
Common 
Periwinkle 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; EPPO, 
2014a; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  つるにちにちそう属植

物 
Ranunculus 
repens 

キンポウゲ

科 
キンポウゲ属 ハイキンポウゲ creeping 

buttercup 
EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

  はいきんぽうげ 

Laurus nobilis クスノキ科 ゲッケイジュ属 ゲッケイジュ bay tree EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 新規追加 げつけいじゆ 
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GDB, 2019; FAO, 2019; 
Persea 
americana 

クスノキ科 ワニナシ属 アボカド avocado EFSA, 2015; EPPO, 2008a; EPPO, 
2014a; EPPO, 2014b; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

  アボカド 

Callicarpa 
americana 

クマツヅラ

科 
ヤブムラサキ属 アメリカムラサ

キシキブ 
french 
mulberry 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 
al., 2010; EFSA, 2016; 

  あめりかむらさきしき

ぶ 
Lippia nodiflora 
(syn. Phyla 
nodiflora) 

クマツヅラ

科 
イワダレソウ属 イワダレソウ ｆrogfruit EFSA, 2015; EFSA, 2016;   いわだれそう 

Verbena litoralis クマツヅラ

科 
クマツヅラ属 バベーナ・リトラ

リス 
  EFSA, 2015; EFSA, 2016;  バベーナ・リトラリス 

Vitex lucens クマツヅラ

科 
ウィテクス属 ウィテクス・ルケ

ンス 
  R. Groenteman et al., 2015;   ウィテクス・ルケンス 

Elaeagnus 
angustifolia 

グミ科 グミ属 ヤナギバグミ    EPPO GDB, 2019;  新規追加 やなぎばぐみ 

Carya 
illinoinensis 

クルミ科 ペカン属 ペカン pecan EFSA, 2015; EPPO, 2001b, EPPO, 
2014a;  EPPO, 2014b; Nunney et al., 
2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 ペカン 

Juglans 
californica 

クルミ科 クルミ属 ユグランス・カリ

フォルニカ 
California 
walnut 

Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 
2015; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 ユグランス・カリフォル

ニカ 
Juglans regia クルミ科 クルミ属 ペルシャグルミ   EFSA, 2018; EPPO, 2019; EPPO 

GDB, 2019;  
新規追加 ぺるしやぐるみ 

Rhamnus 
alaternus 

クロウメモ

ドキ科 
クロウメモドキ属 ラムヌス・アラテ

ルムス 

Italian 
buckthorn 

EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO, 
2019; EPPO GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 ラムヌス・アラテルム

ス 
Ficus carica クワ科 イチジク属 イチジク common fig EFSA, 2015; EFSA, 2016;  いちじく 
Humulus 
scandens 

クワ科 カラハナソウ属 カナムグラ   EFSA, 2016;   かなむぐら 

Morus alba クワ科 クワ属 
トウグワ 

White mulberry EFSA, 2015; EPPO, 2016a; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

 とうぐわ 

Morus nigra クワ科 クワ属 クロミグワ   EFSA, 2016; CABI, 2018;  くろみぐわ 
Morus rubra クワ科 クワ属 レ ッ ド マ ル ベリ

ー 
red mulberry EFSA, 2015; EPPO, 2014a;  EPPO, 

2014b; Merriman et al., 2001; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

 レッドマルベリー 

Hebe ゴマノハグ

サ科 
へーベ属 へーベ属   EFSA, 2016; R. Groenteman et al., 

2015; EPPO GDB, 2018;  
 へーベ属植物 

Veronica ゴマノハグ

サ科 
クワガタソウ属 クワガタソウ属   EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 

al., 2010; Merriman et al., 2001; 
EFSA, 2016;  

  くわがたそう属植物 

Veronica persica ゴマノハグ

サ科 
クワガタソウ属 オオイヌノフグリ   EFSA, 2016;    くわがたそう属植物 
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Corynocarpus 
laevigatus 

コ リ ノ カ ル

プス科 
コリノカルプス属 コリノカルプス・

ラエウィガツス 
   Groenteman et al., 2015;   コリノカルプス・ラエウ

ィガツス 
Lavandula シソ科 ラウァンドゥラ属     EFSA, 2016;   ラウァンドゥラ属植物 
Lavandula × 
allardii (syn. 
Lavandula 
heterophylla) 

シソ科 ラウァンドゥラ属 ラウァンドゥラ・

アラルディー 
  EPPO GDB, 2018;   ラウァンドゥラ属植物 

Lavandula × 
intermedia 

シソ科 ラウァンドゥラ属 ラウァンドゥラ・

インテルメディア 
  EPPO GDB, 2018;   ラウァンドゥラ属植物 

Lavandula 
angustifolia 

シソ科 ラウァンドゥラ属 ラウァンドゥラ・

アングスティフォ

リア 

  EFSA, 2016;  EPPO GDB, 2018;   ラウァンドゥラ属植物 

Lavandula 
dentata 

シソ科 ラウァンドゥラ属 キレハラベンダ

ー 
  EFSA, 2016; CABI, 2018; EPPO 

GDB, 2018;  
 ラウァンドゥラ属植物 

Lavandula 
stoechas 

シソ科 ラウァンドゥラ属 ラウァンドゥラ・

ストエスカ 
  EFSA, 2016; EPPO GDB, 2018;   ラウァンドゥラ属植物 

Marrubium 
vulgare 

シソ科 ニガハッカ属  マルビウム・ウ

ルガレ 
white 
horehound 

EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

 マルビウム・ウルガレ 

Melissa officinalis シソ科   メリッサ・オッフ

ィキナリス 
  EFSA, 2016;  新規追加 メリッサ・オッフィキナリ

ス 
Origanum 
majorana (syn. 
Majorana 
hortensis) 

シソ科 マジョラム属 オリガヌム・マヨ

ラナ 

sweet 
marjoram 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 
al., 2010; Merriman et al., 2001; 
EFSA, 2016; 

 オリガヌム・マヨラナ 

Rosmarinus 
officinalis 

シソ科 ロスマリヌス属 マンネンロウ rosemary EFSA, 2016; CABI, 2018; EPPO 
GDB, 2018;  

 まんねんろう 

Salvia apiana シソ科 サルウィア属 サルウィア・アピ

アナ 
white sage Costa et al.,2004; EFSA, 2015; EFSA, 

2016; 
 サルウィア・アピアナ 

Salvia mellifera シソ科 サルウィア属 サルウィア・メッ

リフェラ 
black sage Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 

2015; Nunney et al., 2013 ; EFSA, 
2016;  

 サルウィア・メッリフェ

ラ 

Teucrium 
capitatum 

シソ科 ニガクサ属 テウクリウム・カ

ピタツム 
  EPPO, 2019; EPPO, 2019; EPPO 

GDB, 2019;  
新規追加 テウクリウム・カピタツ

ム 
Westringia 
fruticosa 

シソ科 ウエストリンギア属 ウエストリ ンギ

ア・フルティコサ 
  Saponari et al., 2014; EFSA, 2016;  ウエストリンギア・フル

ティコサ 
Westringia glabra シソ科 ウェストリンギア属 ウ ェ ス ト リ ン ギ

ア・グラブラ 
  EFSA, 2016; EPPO GDB, 2018;   ウェストリンギア・グラ

ブラ 
Lonicera 
japonica 

スイカズラ

科 
スイガズラ属 

スイガズラ 
japanese 
honeysuckle 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; Merriman 
et al., 2001; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  すいかずら 
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Sambucus スイカズラ

科 
ニワトコ属 ニワトコ属   Costa et al.,2004; CABI, 2014; EFSA, 

2015; EFSA, 2016; CABI, 2018; 
  にわとこ属植物 

Sambucus 
canadensis 

スイカズラ

科 
ニワトコ属 アメリカニワトコ   EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 

al., 2010; Merriman et al., 2001; 
Nunney et al., 2013; EFSA, 2016; 

  にわとこ属植物 

Sambucus 
cerulea 

スイカズラ

科 
ニワトコ属 サ ン ブ ク ス ・ セ

ルレア 

  EFSA, 2016;   にわとこ属植物 

Sambucus 
mexicana 

スイカズラ

科 
ニワトコ属 サンブクス・メキ

シカーナ 
blue elderberry EFSA, 2013; EFSA, 2015; Janse et 

al., 2010; Merriman et al., 2001; 
EFSA, 2016; 

  にわとこ属植物 

Platanus 
occidentalis 

スズカケノ

キ科 
スズカケノキ属 

ア メ リ カ ス ズ カ

ケノキ 

sycamore CABI, 2014; EFSA, 2013; EFSA, 
2015; EPPO, 2007; EPPO, 2014a 
EPPO, 2014b; Janse et al., 2010; 
Merriman et al., 2001; Nunney et al., 
2013; EPPO, 2016a; 

  あめりかすずかけのき 

Platanus 
racemosa 

スズカケノ

キ科 
スズカケノキ属 カリフォルニア

スズカケノキ 
western 
sycamore  

Costa et al.,2004; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; 

  かりふおるにあすずか

けのき 
Portulaca 
oleracea 

スベリヒユ

科 
スベリヒユ属 スベリヒユ purslane EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 すべりひゆ 

Montia linearis スベリヒユ

科 
  モンティア・リネ

アリス 
  EFSA, 2016;  新規追加 モンティア・リネアリス 

Conium 
maculatum 

セリ科 ドクニンジン ドクニンジン poison 
hemlock 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 どくにんじん 

Polygonum 
arenastrum 

タデ科 ミチヤナギ属 ポリゴヌム・アレ

ナスツルム 

  EFSA, 2016;  新規追加 ポリゴヌム・アレナスツ

ルム 
Polygonum 
lapathifolium 

タデ科 ミチヤナギ属 ポリゴヌム・ラパ

シフォリウム 
pale persicaria EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ポリゴヌム・ラパシフォ

リウム 
Polygonum 
persicaria 

タデ科 ミチヤナギ属 ポ リ ゴ ヌ ム ・ ペ

ルシカリア 
  EFSA, 2016;  新規追加 ポリゴヌム・ペルシカリ

ア 
Rumex crispus タデ科 スイバ属 ナガバギシギシ curled dock EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ながばぎしぎし 
Simmondsia 
chinensis 

ツゲ科 シモンジア属 ホホバ jojoba EFSA, 2015; EFSA, 2016;   ホホバ 

Vaccinium ツツジ科 スノキ属 ス ノ キ （ コ ケ モ

モ）属 

  EFSA, 2015; EPPO, 2008b; CABI, 
2018; 

  すのき（こけもも）属植

物 
Vaccinium 
corymbosum 

ツツジ科 スノキ属 ヌマスノキ Highbush 
blueberry 

EFSA, 2015; EPPO, 2008b; EPPO, 
2014a; EPPO, 2014b; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; EPPO GDB, 2018;  

  すのき（こけもも）属植

物 

Vaccinium 
corymbosum X 

ツツジ科 スノキ属     EFSA, 2016;   すのき（こけもも）属植

物 
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Vaccinium 
angustifolium 
Vaccinium ツツジ科 スノキ属 ス ノ キ （ コ ケ モ

モ）属 
  EFSA, 2015; EPPO, 2008b; CABI, 

2018; 
  すのき（こけもも）属植

物 
Vaccinium 
virgatum 

ツツジ科 スノキ属 バクシニウム・

ウィルガツム 
  EPPO GDB, 2018; EFSA, 2016;    すのき（こけもも）属植

物 
Commelina 
benghalensis 

ツユクサ科   マルバツユクサ wandering jew EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 まるばつゆくさ 

Euphorbia 
chamaesyce =  
Chamaesyce 
canescens 

トウダイグ

サ科 
ニシキソウ属 ユーフォルビア・

カマエシセ 
  EC, 2019; POnTE, 2019a, b; EPPO 

GDB, 2019;  
新規追加 ユーフォルビア・カマエ

シセ 

Euphorbia hirta トウダイグ

サ科 
ニシキソウ属 ユーフォルビア・

ヒルタ 
garden spurge EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ユーフォルビア・ヒルタ 

Euphorbia 
terracina 

トウダイグ

サ科 
ニシキソウ属 ユーフォルビア・

テラキナ 
false caper EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 

GDB, 2019; FAO, 2019; 
新規追加 ユーフォルビア・テラキ

ナ 
Mallotus 
paniculatus 

トウダイグ

サ科 
アカメガシワ属 ウラジロ アカメ

ガシワ 
  EFSA, 2016;   うらじろあかめがしわ 

Aesculus × 
hybrida 

トチノキ科 トチノキ属 アエスクルス・ヒ

ブリダ 
  EFSA, 2015; EPPO, 2001a; EFSA, 

2016;  
 アエスクルス・ヒブリダ 

Pittosporum 
crassifolium 

トベラ科 トベラ属 ピットスポルム・

クラッシフォリウ

ム 

caro EFSA, 2016;   ピットスポルム・クラッ

シフォリウム 

Pittosporum 
eugenioides 

トベラ科 トベラ属 ピットスポルム・

エウゲニオイデ

ス 

tarata  Groenteman et al., 2015;   ピットスポルム・エウゲ

ニオイデス 

Pittosporum 
tenuifolium 

トベラ科 トベラ属 クロバトベラ    Groenteman et al., 2015;   くろばとべら 

Pittosporum 
umbellatum 

トベラ科 トベラ属 ピットスポルム・

ウンベラツム 
   Groenteman et al., 2015;   ピットスポルム・ウンベ

ラツム 
Datura wrightii ナス科 チョウセンアサガオ

属 
ダツラ・ライティ

イ 
Wild host EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ダツラ・ライティイ 

Solanum 
americanum 

ナス科 ナス属 テリミノイヌホオ

ズキ 
Wild host EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 てりみのいぬほおずき 

Solanum 
elaeagnifolium 

ナス科 ナス属 ソラヌム・エラエ

アグニフォリウ

ム 

silverleaf 
nightshade 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ソラヌム・エラエアグニ

フォリウム 

Stellaria media ナデシコ科 ハコベ属 コハコベ common EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 こはこべ 
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chickweed 
Agathis australis ナンヨウス

ギ科 
アガティス属 アガティス・アウ

ストラリス 
kauri pine  Groenteman et al., 2015; EFSA, 

2016; 
 アガティス・アウストラ

リス 
Celastrus 
orbiculatus 

ニ シ キ ギ

科 
ツルウメモドキ属 

ツルウメモドキ 
oriental 
bittersweet 

EFSA, 2015; EPPO, 2001a; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

 つるうめもどき 

Celtis 
occidentalis 

ニレ科 エノキ属 アメリカエノキ   EFSA, 2016; EPPO, 2016a;  あめりかえのき 

Ulmus ニレ科 ニレ属 ニレ属   EFSA, 2015; EPPO, 2007 ; Merriman 
et al., 2001; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 にれ属植物 

Ulmus americana ニレ科 ニレ属 アメリカニレ American elm EFSA,2013; EFSA, 2015; EPPO, 
2014a;  EPPO, 2014b; Nunney et al., 
2013; EPPO, 2016a; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

  にれ属植物 

Ulmus crassifolia ニレ科 ニレ属 ウルム ス・クラ

シフォリア 
Green ash EFSA,2013; EFSA, 2015; Nunney et 

al., 2013; EFSA, 2016;  
  にれ属植物 

Jacaranda 
mimosifolia 

ノウセンカ

ズラ科 
ジャカランダ属 ジャカランダ・ミ

モシフォリア 
Jacaranda  EFSA,2013; EFSA, 2015; EFSA, 

2016; CABI, 2018; 
  ジャカランダ・ミモシフ

ォリア 
Chitalpa 
tashkentensis 

ノウゼンカ

ズラ科 
チタルパ属 チタルパ・タシュ

ケンテンシス 
  EFSA, 2015; EFSA, 2016;   チタルパ・タシュケンテ

ンシス 
Tillandsia 
usneoides 

パイナップ

ル科 
ティランジア属 ティランジア・ウ

スネオイデス 
  EFSA, 2016;   ティランジア・ウスネオ

イデス 
Eremophila 
maculata 

ハマジンチ

ョウ科 
エレモフィラ属 エレモフィラ・マ

クラタ 
  EPPO GDB, 2018;   エレモフィラ・マクラタ 

Myoporum 
insulare 

ハマジンチ

ョウ科 
ミオポルム属 ミオポルム・イン

スラレ 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 

GDB, 2019; FAO, 2019; 
新規追加 ミオポルム・インスラレ 

Myoporum 
laetum 

ハマジンチ

ョウ科 
ミオポルム属 ミオポルム・ラエ

ツム 
  R. Groenteman et al., 2015;   ミオポルム・ラエツム 

Fragaria vesca バラ科 オランダイチゴ属 エゾヘビイチゴ    EFSA, 2015; CABI, 2018;   えぞのへびいちご 
Heteromeles 
arbutifolia 

バラ科 ヘテロメレス属 ヘテロメレス・ア

ルブティフォリア 
toyon Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 

2015; Merriman et al., 2001; EFSA, 
2016; 

 ヘテロメレス・アルブテ

ィフォリア 

Prunus バラ科 サクラ属     EFSA, 2016;  さくら属植物 
Prunus 
americana 

バラ科 サクラ属 アメリカスモモ Plum (native) Costa et al.,2004; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; 

  さくら属植物 

Prunus 
amygdalus 

バラ科 サクラ属 アーモンド almond EFSA, 2015; CABI, 2018;   さくら属植物 

Prunus 
angustifolia 

バラ科 サクラ属 プ ル ヌ ス ・ ア ン

グスィフォリア 
Mountain 
cherry tree 

EFSA, 2015; EPPO, 2014a; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus バラ科 サクラ属 ホンアンズ apricot EPPO, 2014a; EFSA,2013; EFSA,   さくら属植物 
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armeniaca 2015; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; 

Prunus avium バラ科 サクラ属 セイヨウミザクラ Cherry EFSA, 2015; Nunney et al., 2013; 
CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus 
cerasifera 

バラ科 サクラ属 ベニバスモモ Thundercloud 
Plum 

EFSA, 2015; EPPO, 2014a; EPPO, 
2014b; EFSA,2013; Nunney et al., 
2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus 
domestica 

バラ科 サクラ属 セイオウスモモ Common Plum EFSA, 2015; EPPO, 2014a; 
EFSA,2013; Nunney et al., 2013; 
EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus dulcis バラ科 サクラ属 アーモンド almond Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 
2015; EPPO, 2005a; EPPO, 2007; 
EPPO, 2014a  EPPO, 2014b; 
Merriman et al., 2001; Nunney et al., 
2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus persica バラ科 サクラ属 モモ peach Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 
2015; EPPO, 2007; EPPO, 2014a; 
EPPO, 2014b; Merriman et al., 2001; 
Nunney et al., 2013; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Prunus salicina バラ科 サクラ属 スモモ Japanese plum EFSA, 2015; EPPO, 2014a;  EPPO, 
2014b; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  さくら属植物 

Pyrus バラ科 ナシ属 ナシ属   ; EFSA, 2016; CABI, 2018;   なし属植物 
Pyrus pyrifolia バラ科 ナシ属 ニホンナシ Asian pear EFSA, 2015; EPPO, 2014b; Merriman 

et al., 2001; EFSA, 2016; 
  なし属植物 

Rosa californica バラ科 バラ属 ロサ・カリフォル

ニカ 
  EFSA, 2016; EPPO GDB (2018)  ロサ・カリフォルニカ 

Rosa canina バラ科 バラ属 ロサ・カニナ   ANSES, 2017;  ロサ・カニナ 
Rosa floribunda バラ科 バラ属 ロサ・フロリブン

ダ 

  EFSA, 2016;   ロサ・フロリブンダ 

Rubus バラ科 キイチゴ属 キイチゴ属 blackberry, 
raspberry 

EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 
2010; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 きいちご属植物 

Rubus discolor バラ科 キイチゴ属 ルブス・ディスカ

ラー 
Himalayan 
blackberry 

EFSA,2013; EFSA, 2015; EFSA, 
2016;  

 きいちご属植物 

Rubus procerus バラ科 キイチゴ属 ルブス・プロケリ

ス 
  EFSA, 2015; EPPO, 2000b; EFSA, 

2016;  
 きいちご属植物 

Rubus trivialis バラ科 キイチゴ属 ルブス・トリビア

リス 
southern 
dewberry 

EFSA, 2015; EFSA, 2016;   きいちご属植物 

Rubus ursinus バラ科 キイチゴ属 ルブス・ウルシ

ヌス 

California 
blackberry 

EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 
2010; EFSA, 2016;  

 きいちご属植物 
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Rubus vitifolius バラ科 キイチゴ属     EFSA, 2016;   きいちご属植物 
Cistus albidus ハ ン ニ チ

バナ科 
キスツス属 キスツス・アル

ビドゥス 
  EPPO, 2019; EPPO GDB, 2019;  新規追加 キスツス・アルビドゥス 

Cistus creticus 
(=Cistus incanus) 

ハ ン ニ チ

バナ科 
キスツス属 キスツス・クレテ

ィクス 
  EFSA, 2016;  EPPO GDB, 2018;   キスツス・クレティクス 

Cistus 
monspeliensis 

ハ ン ニ チ

バナ科 
キスツス属 キスツス・モンス

ペリエンシス 
  EFSA, 2016;  EPPO GDB, 2018;   キスツス・モンスペリエ

ンシス 
Cistus salviifolius ハ ン ニ チ

バナ科 
キスツス属 キスツス・サル

ウィーフォリウス 
  EFSA, 2016;  キスツス・サルウィー

フォリウス 
Juniperus ashei ヒノキ科 ビャクシン属 ユニペルス・ア

シェイ 
ashe junipe EFSA, 2015; EFSA, 2016;    ユニペルス・アシェイ 

Polygala 
myrtifolia 

ヒメハギ科 ヒメハギ属 ポリガラ・ミルテ

ィフォリア 
  Saponari et al., 2014; EFSA, 2016;    ポリガラ・ミルティフォ

リア 
Alternanthera 
tenella 

ヒユ科 ツルノゲイトウ属 アルテルナンテ

ラ・テネラ 
  EFSA, 2016;  新規追加 アルテルナンテラ・テ

ネラ 
Amaranthus 
retroflexus 

ヒユ科 ヒユ属 アオゲイトウ   EPPO GDB, 2019; POnTE, 2019a, b; 新規追加 あおげいとう 

Convolvulus 
arvensis 

ヒルガオ科 セイヨウヒルガオ属 セイヨウヒルガ

オ 
bindweed EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 せいようひるがお 

Convolvulus 
cneorum 

ヒルガオ科 セイヨウヒルガオ属 コンウォルウル

ス・クネオルム 
  EPPO GDB, 2019;  新規追加 コンウォルウルス・ク

ネオルム 
Erodium フウロソウ

科 
オランダフウロ属 オランダフウロ

属 
  EFSA, 2015; EFSA, 2016;    おらんだふうろ属植物 

Erodium botrys フウロソウ

科 
オランダフウロ属 ナガミオランダ

フウロ 
Broadleaf 
filaree 

EFSA, 2015; EFSA, 2016;    おらんだふうろ属植物 

Erodium 
moschatum 

フウロソウ

科 
オランダフウロ属 ジャコウオラン

ダフウロ 
Whitestem 
filaree 

EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

  おらんだふうろ属植物 

Geranium 
dissectum 

フウロソウ

科 
フウロソウ属 オトメフウロ cut-leaved 

cranesbill 
EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

  おとめふうろ 

Pelargonium フウロソウ

科 
ペラルゴニューム

属 
     EFSA, 2016;   ペラルゴニューム属植

物 
Pelargonium 
fragrans 

フウロソウ

科 
ペラルゴニューム

属 
    EPPO GDB, 2018;   ペラルゴニューム属植

物 
Pelargonium 
graveolens 

フウロソウ

科 
ペラルゴニューム

属 
    ANSES, 2017; EPPO GDB, 2018;   ペラルゴニューム属植

物 
Ampelopsis 
arborea 

ブドウ科 ノブドウ属 アンペロプシス・

アルボレア 
peppervine EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 

2010; Merriman et al. 2001; EFSA, 
2016; 

 アンペロプシス・アル

ボレア 
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Ampelopsis 
cordata 

ブドウ科 ノブドウ属 アンペロプシス・

コルダタ 
  EFSA, 2016;  アンペロプシス・コルダ

タ 
Ampelopsis 
glandulosa var. 
heterophylla 
(=Ampelopsis 
brevipedunculata
) 

ブドウ科 ノブドウ属 ノブドウ   EFSA, 2016;  のぶどう 

Parthenocissus 
quinquefolia 

ブドウ科 ツタ属 
バージニアヅタ 

Virginia 
creeper 

EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 
2010; Merriman et al. 2001; EFSA, 
2016; 

  バージニアづた 

Vitis ブドウ科 ブドウ属 ブドウ属   EFSA, 2015; EPPO, 2014a; Nunney 
et al., 2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  ぶどう属植物 

Vitis aestivalis ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・アエ

スティヴァリス 
Summer Grape EFSA, 2015; EPPO, 2007; EFSA, 

2016; CABI, 2018; 
  ぶどう属植物 

Vitis californica ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・カリ

フォルニカ 
Calif. wild 
grape 

EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 
2010; Merriman et al. 2001; EFSA, 
2016; 

  ぶどう属植物 

Vitis labrusca ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・ラブ

ルスカ 
fox grape EFSA, 2015; EPPO, 2014a; EPPO, 

2014b; EFSA, 2016; CABI, 2018; 
  ぶどう属植物 

Vitis 
mustangensis 

ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・ムス

タンゲンシス 
Mustang grape EFSA, 2015; EFSA, 2016; EFSA, 

2016; 
  ぶどう属植物 

Vitis riparia ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・リパ

リア 
  EPPO, 2014b    ぶどう属植物 

Vitis rupestris ブドウ科 ブドウ属 ヴィティス・ルペ

ストリス 
St. George EFSA,2013; EFSA, 2015; CABI, 

2014; Janse et al., 2010; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

  ぶどう属植物 

Vitis vinifera ブドウ科 ブドウ属 ヨ ー ロ ッ パブ ド

ウ 
grapevine Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 

2015; EPPO, 1998b; EPPO, 2005a; 
EPPO, 2005b; EPPO, 2007; EPPO, 
2014a; EPPO, 2014b; Janse et al., 
2010; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  ぶどう属植物 

Eucalyptus 
camaldulensis 

フトモモ科 ユーカリノキ属 エウカリプツス・

カマルドゥレンシ

ス 

murray red 
gum 

EFSA, 2015; EFSA, 2016;   エウカリプツス・カマル

ドゥレンシス 

Eucalyptus 
globulus 

フトモモ科 ユーカリノキ属 エウカリプツス・

グロブルス 

Blue gum EFSA, 2015; EFSA, 2016;   エウカリプツス・グロブ

ルス 
Eugenia 
myrtifolia 

フトモモ科   ユ ー ゲ ニ ア ・ ミ

ルティフォリア 
  EFSA, 2016;  新規追加 ユーゲニア・ミルティフ

ォリア 
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Metrosideros フトモモ科 オオフトモモ属  オオフトモモ属    EFSA, 2015; Nunney et al., 2013; 
EFSA, 2016; 

  おおふともも属植物 

Metrosideros 
excelsa 

フトモモ科 オオフトモモ属  オオフトモモ属  New Zealand 
Christmas tree 

EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

 おおふともも属植物 

Myrtus 
communis 

フトモモ科 ギンバイカ属 ギンバイカ common myrtle EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; Ministerio de 
Agricultura, Pesca y Alimentación of 
Spain, 2019; 

新規追加 ぎんばいか 

Fagus crenata ブナ科 ブナ属 ブナ Japanese 
beech 

EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

  ぶな 

Quercus ブナ科 コナラ属 コナラ属   EFSA, 2015; EPPO, 2014b; Merriman 
et al. 2001; EPPO, 2016a; EFSA, 
2016; 

  こなら属植物 

Quercus agrifolia ブナ科 コナラ属 クエルクス・アグ

リフォリア 
coast live oak Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 

2015; Janse et al., 2010; CABI, 2018; 
  こなら属植物 

Quercus alba ブナ科 コナラ属 クエルクス・アル

バ 
The white oak, 
Eastern white 
oak 

EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

  こなら属植物 

Quercus 
coccinea 

ブナ科 コナラ属 クエルクス・コッ

キネア 
Red scarlet EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
  こなら属植物 

Quercus falcata ブナ科 コナラ属 クエルクス・ファ

ルカタ 
southern red 
oak 

Barnard, 1998; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  こなら属植物 

Quercus 
imbricaria 

ブナ科 コナラ属 クエルクス・イム

ブイカリア 
Shingle oak EFSA, 2015; EFSA, 2016; EFSA, 

2016; 
  こなら属植物 

Quercus incana ブナ科 コナラ属 クエルクス・イン

カナ 
bluejack oak Barnard, 1998; EFSA, 2015   こなら属植物 

Quercus laevis ブナ科 コナラ属 クエルクス・ラエ

ヴィス 
turkey oak Barnard, 1998; EFSA,2013; EFSA, 

2015; Nunney et al., 2013 
  こなら属植物 

Quercus laurifolia ブナ科 コナラ属 クエルクス・ラウ

リフォリア 
laurel oak Barnard, 1998; EFSA, 2015; EFSA, 

2016; CABI, 2018; 
  こなら属植物 

Quercus lobata ブナ科 コナラ属 クエルクス・ロバ

タ 
valley oak EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 

2010; EFSA, 2016; 
  こなら属植物 

Quercus 
macrocarpa 

ブナ科 コナラ属 クエルクス・マク

ロカルパ 
Bur oak EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
  こなら属植物 

Quercus nigra ブナ科 コナラ属 クエルクス・ニグ

ラ 
water oak Barnard, 1998; EFSA, 2015; EFSA, 

2016; CABI, 2018; 
  こなら属植物 

Quercus palustris ブナ科 コナラ属 アメリカガシワ Pin oak EFSA,2013; EFSA, 2015; Nunney et 
al., 2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

  こなら属植物 

Quercus phellos ブナ科 コナラ属 クエルクス・ペッ Willow oak EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI,   こなら属植物 
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ロス 2018; 
Quercus rubra ブナ科 コナラ属 アカガシワ northern red 

oak 
EFSA,2013; EFSA, 2015; EPPO, 
2014a; Nunney et al., 2013; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  こなら属植物 

Quercus velutina ブナ科 コナラ属 クエルクス・ヴェ

ルティナ 
black oak EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
  こなら属植物 

Quercus 
virginiana 

ブナ科 コナラ属 クエルクス・ヴィ

ルギニアナ 
Southern live 
oak 

Barnard, 1998; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; 

  こなら属植物 

Pinus taeda マツ科 マツ属 テーダマツ loblolly pine EFSA, 2015; EFSA, 2016;   テーダまつ 
Acacia dealbata マメ科 アカシア属 フサアカシア   ANSES, 2017; EPPO GDB, 2018;   ふさあかしあ 
Acacia longifolia マメ科 アカシア属 ナガバアカシア   EFSA, 2016;  新規追加 ながばあかしあ 
Acacia saligna マメ科 アカシア属 アカシア・サリグ

ナ 
  EFSA, 2016; EPPO GDB, 2018;   アカシア・サリグナ 

Albizia julibrissin マメ科 ネムノキ属 アルビジア・ユリ

ブリッシン 
silk tree EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 アルビジア・ユリブリッ

シン 
Anthyllis 
hermanniae 

マメ科 アンティリス属 アンティリス・ヘ

ルマニアエ 
  ANSES, 2017; EPPO GDB, 2018;   アンティリス・ヘルマニ

アエ 
Calicotome 
spinosa 

マメ科 カリコトメ属 カリコトメ・スピノ

ーサ 
  EFSA, 2018; EPPO, 2019; EPPO 

GDB, 2019;  
新規追加 カリコトメ・スピノサ 

Calicotome 
villosa 

マメ科 カリコトメ属．  カリコトメ・ビル

ロサ 
  EPPO GDB, 2018;  カリコトメ・ビルロサ 

Cassia tora マメ科   コエビグサ   EFSA, 2016;  新規追加 こえびすぐさ 
Cercis 
canadensis 

マメ科 ハナズオウ属 アメリカハナズ

オウ 
redbud EFSA,2013; EFSA, 2015; Nunney et 

al., 2013; EFSA, 2016; 
 あめりかはなずおう 

Cercis 
occidentalis 

マメ科 ハナズオウ属 ケルキス・オッ

キデンタリス 
redbud EFSA,2013; EFSA, 2015; Nunney et 

al., 2013; EFSA, 2016; CABI, 2018; 
  ケルキス・オッキデン

タリス 
Cercis 
siliquastrum 

マメ科 ハナズオウ属 セイヨウズオウ   ANSES, 2017;   せいようずおう 

Chamaecrista 
fasciculata 

マメ科 カワラケツメイ属 カマエクリスタ・

ファスキクラタ 
partridge pea EFSA, 2015; EFSA, 2016;  カマエクリスタ・ファス

キクラタ 

Coronilla 
valentina 

マメ科 コロニラ属 コロニラ・ヴァレ

ンチナ 

scorpion vetch EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 コロニラ・ヴァレンティ

ナ 
Cyperus 
eragrostis 

マメ科 エニシダ属 メリケンガヤツリ Tall flatsedge EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 めりけんがやつり 

Cytisus 
scoparius 

マメ科 エニシダ属 エニシダ Scotch broom EFSA, 2018; EPPO GDB, 2019; FAO, 
2019; Ministerio de Agricultura, Pesca 
y Alimentación of Spain, 2019; 

新規追加 えにしだ 

Cytisus villosus マメ科 エニシダ属 キティスス・ビル   ANSES, 2017;   キティスス・ビルロスス 



36 

ロスス 
Genista corsica マメ科 ヒトツバエニシダ属 ゲニスタ・コルシ

カ 
  ANSES, 2017;  属レ ベルへ

変更 
ひとつばえにしだ属植

物 
Genista 
ephedroides 

マメ科 ヒトツバエニシダ属   broom EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 ひとつばえにしだ属植

物 
Genista lucida マメ科 ヒトツバエニシダ属     EFSA, 2018; EPPO, 2019;  新規追加 ひとつばえにしだ属植

物 
Genista 
monspessulana 

マメ科 ヒトツバエニシダ属  ゲニスタ・モンス

ペッスラーナ 
french broom EFSA,2013; EFSA, 2015; Janse et al., 

2010; Merriman et al. 2001; EFSA, 
2016; 

属レ ベルへ

変更 
ひとつばえにしだ属植

物 

Genista マメ科 ヒトツバエニシダ属     EFSA, 2018;  新規追加 ひとつばえにしだ属植

物 
Genista 
tricuspidata 

マメ科 ヒトツバエニシダ属     EPPO GDB, 2019;  新規追加 ひとつばえにしだ属植

物 
Genista x 
spachiana 
(syn. Cytisus 
racemosus) 

マメ科 ヒトツバエニシダ属     EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 ひとつばえにしだ属植

物 

Gleditsia 
triacanthos 

マメ科 サイカチ属 アメリカサイカチ honey locust EFSA, 2016;  あめりかさいかち 

Lupinus aridorum マメ科 ルピナス属 ルピヌス・アリド

ルム 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 ルピヌス・アリドルム 

Lupinus villosus マメ科 ルピナス属 ルピヌス・ウィロ

スス 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 ルピヌス・ウィロスス 

Medicago 
polymorpha 

マメ科 ウマゴヤシ属 ウマゴヤシ bur clover EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 うまごやし 

Medicago sativa マメ科 ウマゴヤシ属 アルファルファ   EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; CABI, 2019; 

新規追加 アルファルファ 

Neptunia lutea マメ科   ネプツニア・ル

テア 

  EFSA, 2016;  新規追加 ネプツニア・ルテア 

Spartium 
junceum 

マメ科 レダマ属 レダマ Spanish broom Costa et al.,2004; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

 レダマ 

Trifolium repens マメ科 シャジクソウ属 シロツメクサ   EFSA, 2016;  新規追加 しろつめくさ 
Ulex europaeus マメ科 ハリエニシダ属 ハリエニシダ   EPPO GDB, 2019; Ministerio de 

Agricultura, Pesca y Alimentación of 
Spain, 2019; 

新規追加 はりえにしだ 

Ulex minor マメ科 ハリエニシダ属 ウレクス・ミノル   EPPO GDB, 2019; Ministerio de 
Agricultura, Pesca y Alimentación of 
Spain, 2019; 

新規追加 ウレクス・ミノル 
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Liquidambar 
styraciflua 

マンサク科 フウ属 モミジバフウ sweet gum EFSA,2013; EFSA, 2015; EPPO, 
2014a; EPPO, 2014b; Nunney et al., 
2013; EPPO, 2016a; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

 もみじばふう 

Citrus ミカン科 ミカン属 ミカン属   Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 
2015; EPPO, 2001c; EPPO, 2005a; 
EPPO, 2008a; EPPO, 2014a;  
EPPO, 2014b; Merriman et al. 2001; 
Minsavage, et al., 1994; CABI, 2018; 

 みかん属植物 

Citrus latifolia ミカン科 ミカン属 タヒチライム tahiti lime CABI, 2018;  みかん属植物 
Citrus limon ミカン科 ミカン属 レモン lemon 'Meyer' Costa et al.,2004; EFSA, 2013; EFSA, 

2015; EFSA, 2016; CABI, 2018; 
 みかん属植物 

Citrus medica 
“Comprida citron” 

ミカン科 ミカン属 シトロン citron  EFSA, 2015; EFSA, 2016;  みかん属植物 

Citrus paradisi ミカン科 ミカン属 ポメロ Pomelo EFSA, 2015; EFSA, 2016;  みかん属植物 
Citrus reticulata ミカン科 ミカン属 マンダリンオレ

ンジ 
mandarin EFSA, 2013; EFSA, 2016; CABI, 

2018; 
 みかん属植物 

Citrus reticulata x 
paradisi 

ミカン科 ミカン属 タンジェロ tangelo CABI, 2018;  みかん属植物 

Citrus sinensis ミカン科 ミカン属 オレンジ  sweet orange 
navel orange 

EFSA, 2013; EFSA, 2015; EPPO, 
2007; EPPO, 2014a; Janse et al., 
2010; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 みかん属植物 

Fortunella spp. ミカン科 キンカン属 キンカン属   EPPO, 2014a;  EPPO, 2014b; EPPO 
GDB, 2018; 

 きんかん属植物 

Melicope ternata ミカン科 メリコペ属 メリコペ・テルナ

タ 
   Groenteman et al., 2015;   メリコペ・テルナタ 

Poncirus trifoliata ミカン科 カラタチ属 
カラタチ 

trifoliate 
orange 

EPPO, 2014a; EFSA, 2016; EPPO 
GDB, 2018; 

 からたち 

Cornus florida ミズキ科 ミズキ属 アメリカヤマボ

ウシ 
flowering 
dogwood 

EFSA, 2015; EPPO, 2001a; EPPO, 
2016a; EFSA, 2016; CABI, 2018; 

 あめりかやまぼうし 

Corokia 
cotoneaster 

ミズキ科 コロキア属 コロキア・コトネ

アステル 
   Groenteman et al., 2015;   コロキア・コトネアステ

ル 
Corokia 
macrocarpa 

ミズキ科 コロキア属 コロキア・マクロ

カルパ 
   Groenteman et al., 2015;   コロキア・マクロカルパ 

Lagerstroemia 
indica 

ミソハギ科 サルスベリ属 
サルスベリ 

crape myrtle EFSA,2013; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  さるすべり 

Alectryon 
excelsus 

ムクロジ科 アレクトリオン属 アレクトリオン・

エクスケルスス 
   Groenteman et al., 2015; EFSA, 

2016; 
 アレクトリオン・エクス

ケルスス 
Dodonaea 
viscosa 

ムクロジ科 ハウチワノキ属 ハウチワノキ hopbush EFSA, 2018; EPPO GDB, 2019; FAO, 
2019; 

新規追加 はうちわのき 
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Koelreuteria 
bipinnata 

ムクロジ科 モクゲンジ属 フクワバモクゲ

ンジ 
  EFSA, 2016; EFSA, 2018;  新規追加 ふくわばもくげんじ 

Sapindus 
saponaria 

ムクロジ科 ムクロジ属 ムクロジ   EFSA, 2016;   むくろじ 

Heliotropium 
europaeum 

ム ラ サ キ

科 
キダチルリソウ属 ヨウシュキダチ

ルリソウ 
  EPPO GDB, 2018;  ようしゆきだちるりそう 

Nandina 
domestica 

メギ科 ナンテン属 
ナンテン 

heavenly 
bamboo 

EFSA, 2015  なんてん 

Chionanthus 
retusus 

モクセイ科 ヒトツバタゴ属 ヒトツバタゴ   EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 ひとつばたご 

Fraxinus モクセイ科 トネリコ属 トネリコ属   EFSA, 2016;  とねりこ属植物 
Fraxinus 
americana 

モクセイ科 トネリコ属 アメリカトネリコ white ash EFSA, 2016;  とねりこ属植物 

Fraxinus dipetala モクセイ科 トネリコ属 フラクシヌス・デ

ィペタラ 
  EFSA, 2016;  とねりこ属植物 

Fraxinus 
pennsylvanica 

モクセイ科 トネリコ属 ビロウドトネリコ  green ash EFSA,2013; EFSA, 2015; Nunney et 
al., 2013; EFSA, 2016; 

 とねりこ属植物 

Ligustrum 
lucidum 

モクセイ科 イボタノキ属 トウネズミモチ broad-leaf 
privet 

EFSA, 2016; CABI, 2019; 新規追加 とうねずみもち 

Olea europaea モクセイ科 オリーブ属 オリーブ Olive Costa et al.,2004; EFSA,2013; EFSA, 
2015; EPPO, 2014c; Krugner, 2014; 
Nunney et al., 2013; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

 オリーブ 

Phillyrea latifolia モクセイ科 フィリレア属 フィリレア・ラティ

フォーリア 
  EPPO GDB, 2018;  フィリレア・ラティフォー

リア 
Liriodendron 
tulipifera 

モクレン科 ユリノキ属 ユリノキ tulip tree EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

 ゆりのき 

Magnolia 
grandiflora 

モクレン科 モクレン属 
タイサンボク 

southern 
magnolia 

EFSA,2013; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

 たいさんぼく 

Ilex vomitoria モチノキ科 モチノキ属 ヤポンノキ yaupon holly EFSA, 2015; EFSA, 2016; CABI, 
2018; 

 ヤポンノキ 

Phoenix reclinata ヤシ科 フェニクス属 セネガルヤシ Senegal date 
palm 

CABI, 2018; EFSA, 2016;  Wong F. 
et al., 2004; Wong F., 2005; 

 せねがるやし 

Phoenix 
roebelenii 

ヤシ科 フェニクス属 シンノウヤシ miniature date 
palm 

EFSA, 2016;   しんのうやし 

Salix ヤナギ科 ヤナギ属 ヤナギ属   Costa et al.,2004; EFSA, 2015; 
Nunney et al., 2013; EFSA, 2016; 
CABI, 2018; 

 やなぎ属植物 
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Grevillea 
juniperina 

ヤマモガシ

科 
グレビレア属 グレビレア ジュ

ニペリーナ 
juniper, juniper-
leaf grevillea, 
prickly 
spiderflower 

EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 グレヴィレア・ユニペリ

ナ 

Escallonia 
montevidensis 

ユキノシタ

科 
  エスカロニア・モ

ンテビデンシス 
  EFSA, 2016;  新規追加 エスカロニア・モンテビ

デンシス 
Hydrangea 
paniculata 

ユキノシタ

科 
  ノリウツギ   EFSA, 2016;  新規追加 のりうつぎ 

Asparagus 
acutifolius 

ユリ科 アスパラガス属 アスパラガ ス・

アクティフォリウ

ス 

wild asparagus EFSA, 2016; EFSA, 2018; EPPO 
GDB, 2019; FAO, 2019; 

新規追加 アスパラガス・アクティ

フォリウス 

Hemerocallis ユリ科 ワスレグサ属 ワスレグサ属   EFSA, 2013; EFSA, 2015; EFSA, 
2016; CABI, 2018; 

  わすれぐさ属植物 

Phormium 
cookianum 
(=Phormium 
colensoi) 

ユリ科 フォルミウム属 フォルミウム・ク

ッキアヌム 
mountain flax  Groenteman et al., 2015;   フォルミウム・クッキア

ヌム 

Phormium tenax ユリ科 フォルミウム属 ニューサイラン New Zealand 
flax 

 Groenteman et al., 2015;   ニューサイラン 

Cordyline リュウゼツ

ラン科 
センネンボク属 センネンボク属    Groenteman et al., 2015;   せんねんぼく属植物 

Cordyline 
australis 

リュウゼツ

ラン科 
センネンボク属 ニオイシュロラ

ン 
   Groenteman et al., 2015;    せんねんぼく属植物 
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別紙３ 
Xylella fastidiosa の宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量（貨物、郵便物及び携帯品）  
 
（１）栽植用植物 
単位（数量）：本 
※検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 

発

生

国 

2016  2017  2018  

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Acer(ｶｴﾃﾞ属) (盆栽) 
韓国 ×   1 3   

中国 ×     1 1 

Acer (ｶｴﾃﾞ属) 

ｲﾗﾝ 〇   1 1   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 9 2,506 4 1,106 4 3,290 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 8   

韓国 × 2 23   1 1 

中国 ×   5 700 1 1 

Acer palmatum var. 

palmatum(ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ) (盆栽) 韓国 × 
    1 1 

Acer palmatum var. 

palmatum (ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 997 2 1,249 

中国 × 1 2,800   1 1,200 

日本 ×     1 102 

Acer rubrum (ｱﾒﾘｶﾊﾅﾉｷ)) ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 88 3 250 1 50 

Acer saccharum(ｻﾄｳｶｴﾃﾞ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 250   

Aesculus (ﾄﾁﾉｷ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ ×     2 119 

ﾄﾞｲﾂ ×   1 2   

Baccharis(ﾊﾞｯｶﾘｽ属) 
ｴｸｱﾄﾞﾙ 〇     1 2 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 〇 1 1     

Callicarpa americana(ｱﾒﾘｶﾑ

ﾗｻｷｼｷﾌﾞ) 米国 〇 
  1 32   

(Catharanthus 

roseus(=Vinca rosea)(ﾆﾁﾆﾁ

ｿｳ) (地上部) 

ｲﾀﾘｱ 〇   1 10   

ｹﾆｱ × 
12 109,800 17 107,700 19 117,500 

Catharanthus roseus(=Vinca 

rosea)(ﾆﾁﾆﾁｿｳ) ﾀｲ × 
2 212     

Celastrus orbiculatus(ﾂﾙｳﾒ

ﾓﾄﾞｷ) 韓国 × 
    2 20 

Cercis canadensis(ｱﾒﾘｶﾊﾅ

ｽﾞｵｳ) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 1 600     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 30     

中国 ×   1 100   

Cercis siliquastrum(ｼﾘｷｭｱｽ

ﾄﾙﾑ) ﾄﾙｺ × 
  1 6   

Cistus(ｷｽﾂｽ属(ｺﾞｼﾞｱｵｲ属)) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 741 1 50   

ﾖﾙﾀﾞﾝ ×   1 1   

Citrus(ﾐｶﾝ属(ｶﾝｷﾂ属)) (地

上部) 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞ

ﾙ × 
  1 2   

ﾀｲ × 4 30 5 26   

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 5 15 9 181   

ﾏﾚｰｼｱ × 1 4     

ﾐｬﾝﾏｰ × 2 42     
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韓国 × 1 30     

台湾 〇     1 1 

米国 〇   1 1   

Citrus(ﾐｶﾝ属(ｶﾝｷﾂ属)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 2   

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
  1 2   

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1   1 1 

ﾀｲ × 3 8 5 194 2 3 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 3 32 8 115 1 2 

ﾐｬﾝﾏｰ ×     2 6 

ﾒｷｼｺ 〇   1 4   

韓国 × 1 1     

香港 ×   1 2   

中国 × 1 5     

Citrus aurantifolia(ﾗｲﾑ) (地

上部) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 3 40 3 24   

ﾏﾚｰｼｱ ×   1 4   

ﾐｬﾝﾏｰ × 1 3     

Citrus aurantifolia(ﾗｲﾑ) 

ﾀｲ ×   2 15   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   2 2   

ﾏﾚｰｼｱ × 1 2 1 6   

Citrus hystrix(ｺﾌﾞﾐｶﾝ(ｽﾜﾝ

ｷﾞ))  (地上部) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
3 10 1 6   

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
  1 1   

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
3 143 1 30   

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
  1 15   

ﾀｲ × 101 2,010 52 1,089 11 250 

ﾌﾞﾙﾈｲ ×   1 10   

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 114 4 321 3 130 

ﾏﾚｰｼｱ × 3 74 2 9   

ﾐｬﾝﾏｰ × 11 365 2 40 1 11 

香港 × 1 3     

Citrus hystrix(ｺﾌﾞﾐｶﾝ(ｽﾜﾝ

ｷﾞ)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 8   

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
  1 3   

ﾀｲ × 22 476 10 125 4 65 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 1 2 2 2 4 

ﾐｬﾝﾏｰ × 1 10 1 40 1 1 

Citrus junos(ﾕｽﾞ) (地上部) 

韓国 × 1 1     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   4 170 1 8 

ﾐｬﾝﾏｰ × 4 63 1 25   

米国 〇 1 1 1 4   

Citrus limon(ﾚﾓﾝ) 

ﾀｲ × 1 2     

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 〇     1 1 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 13 2 2 

ﾍﾟﾙｰ × 1 1     
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ﾐｬﾝﾏｰ × 1 10     

台湾 〇   1 1   

中国 ×   1 90   

Citrus madurensis(ﾄｳｷﾝｶﾝ

(ｼｷｷﾂ)) (地上部) ﾀｲ × 
  1 9   

Citrus maxima(ﾌﾞﾝﾀﾝ(ﾎﾟﾒﾛ)) ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1 

Citrus reticulata(ﾎﾟﾝｶﾝ) (地

上部) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 × 

    1 6 

Citrus reticulata(ﾐｶﾝ) (地上

部) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 3 1 1 

韓国 × 1 2     

Citrus sinensis(ｵﾚﾝｼﾞ) (地

上部) 台湾 〇 
1 4     

Citrus sinensis(ｵﾚﾝｼﾞ) 南ｱﾌﾘｶ ×   1 15   

Citrus unshiu(ｳﾝｼｭｳﾐｶﾝ) 

(地上部) 韓国 × 
  1 1   

Coffea(ｺｰﾋｰﾉｷ属) (地下部) ﾀｲ ×   1 3   

Coffea(ｺｰﾋｰﾉｷ属) (地上部) 米国 〇     1 1 

Coffea(ｺｰﾋｰﾉｷ属) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 4,690 3 3,780 6 4,970 

ﾀｲ ×     1 6 

ﾊﾜｲ ×     5 5 

中国 × 14 470,327 1 12,864   

Coffea arabica(ｱﾗﾋﾞｱｺｰﾋｰ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 49 44,044 51 53,160 43 58,310 

ﾀｲ ×     1 50 

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
1 200 1 200 1 190 

ﾊﾜｲ ×     4 4 

台湾 〇 1 85     

中国 ×   2 14,616   

Coffea robusta(ｺﾝｺﾞｺｰﾋｰ) ﾀｲ ×   1 10   

Coprosma repens(ｺﾌﾟﾛｽﾏ･ﾚ

ﾍﾟﾝｽ) 

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
2 20     

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 416   

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属) (水

草) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
19 540 10 190 7 150 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
21 465 37 780 62 1,111 

ﾀｲ ×     1 10 

ﾏﾚｰｼｱ × 29 460 1 5   

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属) (地

上部) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 4   

ｽﾘﾗﾝｶ × 6 3,610 5 6,300 10 9,007 

ﾀｲ × 1 35     

ﾊﾜｲ × 11 96 12 56 38 230 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 100 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     2 7 

中国 ×   1 2   

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属) 
ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ × 
2 714 1 336 2 1,168 
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ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 5   

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
3 10,395 6 23,835 3 8,190 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 19 6,653 15 10,308 12 3,823 

ｺｽﾀﾘｶ 〇 2 1,920 8 2,526 2 20 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
  2 70   

ｽﾘﾗﾝｶ × 100 173,735 93 139,298 64 121,275 

ﾀｲ × 14 5,227 14 134 24 465 

ﾁｪｺ × 1 5     

ﾊﾜｲ × 5 11 6 41 35 208 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 183 165,763 222 136,062 198 125,980 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 23     

ﾏﾚｰｼｱ × 1 10     

英国 ×     8 2,500 

韓国 ×     1 1 

台湾 〇 2 192 1 96   

中国 × 12 71,722 18 36,816 32 79,174 

Cordyline australis(ﾆｵｲｼｭﾛ

ﾗﾝ) 

ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ × 
1 210 1 84   

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
2 20     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 4,048 5 2,920 2 1,533 

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 7 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 3 40 2 52 4 117 

中国 × 25 127,630 32 191,439 9 41,855 

Cordyline banksii(ｱｶｽｼﾞｱﾂ

ﾊﾞｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ) 

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
2 13,755 3 14,280 3 3,780 

中国 ×   3 6,000   

Cordyline stricta(ｺﾙﾃﾞｨﾘﾈ･ｽ

ﾄﾘｸﾀ) 

ﾊﾜｲ ×     1 4 

ﾀｲ × 1 2     

Cordyline terminalis(ｾﾝﾈﾝﾎﾞ

ｸ) (地下部) ﾊﾜｲ × 
  1 2   

Cordyline terminalis(ｾﾝﾈﾝﾎﾞ

ｸ) (地上部) 

ｽﾘﾗﾝｶ × 4 9,500 3 7,000 3 5,500 

ﾊﾜｲ × 3 49 1 4 1 2 

Cordyline terminalis(ｾﾝﾈﾝﾎﾞ

ｸ) 

ｺｽﾀﾘｶ 〇 1 1,440 1 960   

ﾀｲ ×   2 600   

ﾊﾜｲ × 1 103 2 28   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 3 4,250 3 4,850   

台湾 〇 1 50     

中国 × 7 35,860 7 57,668 2 23,250 

Cornus florida(ｱﾒﾘｶﾔﾏﾎﾞｳ

ｼ)(ﾊﾅﾐｽﾞｷ) 

韓国 ×   1 570   

米国 〇   1 96   

Cynodon dactylon(ｷﾞｮｳｷﾞｼ

ﾊﾞ(ﾊﾞｰﾐｭﾀﾞｸﾞﾗｽ)) 

ﾀｲ × 12 23,139,900 8 26,002,900 11 23,046,000 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   1 1   

米国 〇 4 21,961,870 3 10,764,000 1 1,584,000 

Cytisus scoparius(ｴﾆｼﾀﾞ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 50     

Erodium(ｵﾗﾝﾀﾞﾌｳﾛ属) (地上

部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 11 1,400 9 2,200 3 1,200 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   1 100 1 500 
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Erodium(ｵﾗﾝﾀﾞﾌｳﾛ属) 米国 〇     6 6 

Erysimum(ｴﾘｼﾑﾑ属) (地上

部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 2 200 9 1,500 1 600 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   3 300 2 1,000 

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 2,750 9 5,050 27 16,245 

Erysimum(ｴﾘｼﾑﾑ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 1,600 4 1,064   

英国 ×     2 1,000 

Ficus carica(ｲﾁｼﾞｸ) (地上

部) 

ﾌﾗﾝｽ 〇 9 3,500     

米国 〇 1 1   1 4 

Ficus carica(ｲﾁｼﾞｸ) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇     4 200 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 3 400 10 510 7 760 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇     1 1 

ﾀｲ × 1 2     

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
    2 399 

中国 × 1 2     

米国 〇 1 2   1 30 

Fragaria vesca(ｴｿﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ

(ｴｿﾞﾉﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ)) ﾊﾜｲ × 
  1 9   

Fraxinus(ﾄﾈﾘｺ属) 
ｲﾗﾝ 〇   1 1   

中国 ×   1 100   

Fraxinus excelsior(ｾｲﾖｳﾄﾈﾘ

ｺ) ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 
    1 1 

Ginkgo biloba(ｲﾁｮｳ) (盆栽) 韓国 ×   1 1   

Ginkgo biloba(ｲﾁｮｳ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 20 

Hebe(ﾍｰﾍﾞ属) (地上部) ｴﾁｵﾋﾟｱ × 30 3,600 4 12,000 3 6,000 

Hebe(ﾍｰﾍﾞ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 20 42,134 17 26,034 11 12,058 

英国 ×   1 1,560   

Hedera helix(ｾｲﾖｳｷﾂﾞﾀ) (地

上部) 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ × 2 130,000 75 974,405 4 47,000 

ｽﾘﾗﾝｶ × 501 254,800 500 209,000 449 108,600 

Hedera helix(ｾｲﾖｳｷﾂﾞﾀ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 35 1,598 22 614 7 289 

ﾄﾙｺ ×   1 1   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×   1 500   

台湾 〇 1 1     

中国 × 75 2,681,472 45 1,768,960   

Helianthus annuus(ﾋﾏﾜﾘ) 

(地上部) ｹﾆｱ × 
    3 13,350 

Helianthus annuus(ﾋﾏﾜﾘ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 440 7 1,540   

Hemerocallis(ﾜｽﾚｸﾞｻ属) (地

下部) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
2 5,300 13 5,550   

Hemerocallis(ﾜｽﾚｸﾞｻ属) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 79 42,400 40 25,170 50 26,935 

ｺｽﾀﾘｶ 〇 1 300     

ﾀｲ × 1 3 1 50   

米国 〇 10 87 1 42 3 76 

Hemerocallis citrina var. 

citrina(ﾍﾒﾛｶﾘｽ･ｷﾄﾘﾅ) 台湾 〇 
    1 10 

Hemerocallis hakuunensis(ﾊ

ｸｳﾝｷｽｹﾞ) ｲｽﾗｴﾙ 〇 
    2 100 

Hibiscus syriacus(ﾑｸｹﾞ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 6 1,700 15 1,643 2 115 

ﾌﾗﾝｽ 〇     5 25 

台湾 〇     1 2 
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中国 × 1 9     

Hydrangea paniculata(ﾉﾘｳﾂ

ｷﾞ) (地下部) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
  1 352   

Hydrangea paniculata(ﾉﾘｳﾂ

ｷﾞ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 20 15,616 26 22,896 31 10,598 

ﾄﾞｲﾂ ×     1 1 

ﾌﾗﾝｽ 〇   6 1,200 7 30,000 

米国 〇 1 104     

Jacaranda mimosifolia(ｼﾞｬｶﾗ

ﾝﾀﾞ・ﾐﾓｼﾌｫﾘｱ) ｲｽﾗｴﾙ 〇 
1 200     

Juglans regia var. orientis(ﾃ

ｳﾁｸﾞﾙﾐ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
    3 45 

Juglans regia(ﾍﾟﾙｼｬｸﾞﾙﾐ) 
中国 ×   1 10   

米国 〇 1 50 1 30   

Lagerstroemia indica(ｻﾙｽﾍﾞ

ﾘ) (地上部) 米国 〇 
8 5,900     

Lagerstroemia indica(ｻﾙｽﾍﾞ

ﾘ) (盆栽) 韓国 × 
1 1     

Lagerstroemia indica(ｻﾙｽﾍﾞ

ﾘ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   5 4,451 5 5,326 

ﾀｲ ×   1 83   

韓国 ×     2 20 

米国 〇 9 450 9 2,700   

Laurus nobilis(ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ) (地

上部) ｲｽﾗｴﾙ 〇 
    1 82 

Laurus nobilis(ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ) 

ｲﾀﾘｱ 〇 2 444     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 442 18 269 18 619 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   2 10   

ﾁｭﾆｼﾞｱ ×   2 387 1 130 

Lavandula(ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾗ属) (地

上部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 68 43,446 65 94,200 52 73,820 

ｴﾁｵﾋﾟｱ × 16 25,800 3 32,400 2 60,000 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   4 200   

ｹﾆｱ × 103 370,800 88 372,700 46 236,909 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   6 300 27 540 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ ×   6 1,200   

ﾄﾞｲﾂ × 3 400 1 200   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     5 8,800 

中国 × 44 133,883 25 114,352 44 142,220 

ﾌﾗﾝｽ 〇 1 10     

Lavandula(ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾗ属) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 26 14,500 29 7,849 14 17,421 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   1 5,200   

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
  5 145 1 1 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 9 1,140 15 9,490 3 2,478 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×   1 1,000   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇     1 25 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 15 19,850 10 11,380 10 7,600 

ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ × 
  2 2,040   

中国 ×   4 21,370 3 484 

ﾄﾞｲﾂ × 1 1     

Lippia nodiflora(ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     3 11,703 
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Liquidambar styraciflua(ﾓﾐｼﾞ

ﾊﾞﾌｳ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
1 2     

Metrosideros(ｵｵﾌﾄﾓﾓ属) 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 4 42     

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
1 5     

ﾊﾜｲ × 1 363 1 66 1 66 

Morus alba(ﾄｳｸﾞﾜ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 2 1 100 

ﾀｲ × 1 6 1 2   

韓国 ×     1 6 

台湾 〇   1 20 1 1 

中国 ×   1 20,000 1 52,000 

Morus nigra(ｸﾛﾐｸﾞﾜ) ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×   1 200   

Morus rubra(ﾚｯﾄﾞﾏﾙﾍﾞﾘｰ) 
ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
  1 1   

Nandina domestica(ﾅﾝﾃﾝ) 

ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ × 
  5 18,648 6 18,228 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   4 1,812 1 50 

米国 〇 2 2,000 1 1   

Nerium oleander(ｾｲﾖｳｷｮｳﾁ

ｸﾄｳ) ﾀｲ × 
1 4     

Olea(ｵﾘｰﾌﾞ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 60     

ﾁｭﾆｼﾞｱ ×     4 600 

Olea europaea subsp. 

europaea(ｵﾘｰﾌﾞ) (地下部) 
ｲﾀﾘｱ 〇 

0 0 0 0   

Olea europaea subsp. 

europaea(ｵﾘｰﾌﾞ) (地上部) 

ｲﾀﾘｱ 〇   3 400   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇     30 926 

Olea europaea subsp. 

europaea(ｵﾘｰﾌﾞ) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇   46 1,550 37 1,082 

ｲﾀﾘｱ 〇 112 21,551 100 46,731 122 36,429 

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
2 132 6 500   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 9 364 5 147 2 113 

ｷﾞﾘｼｬ ×     7 997 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 23 16,807 23 10,912 41 11,226 

ﾁｭﾆｼﾞｱ ×   2 695 6 1,510 

ﾄﾞｲﾂ × 3 31     

ﾄﾙｺ × 1 5 2 1,802 3 14,200 

ﾌﾗﾝｽ 〇   1 2   

中国 ×     1 3 

米国 〇 6 5,200   1 2 

Olearia(ｵﾚｱﾘｱ属) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 168 

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
2 2     

英国 ×   1 1,456   

Origanum 

majorana(=Majorana 

hortensis)(ｵﾘｶﾞﾇﾑ・ﾏﾖﾗﾅ) 

(地上部) ｲｽﾗｴﾙ 〇 

    1 100 

ﾄﾞｲﾂ ×   6 400   
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Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ属) 

(地下部) 南ｱﾌﾘｶ × 
3 7     

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ属) 

(地上部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 6 2,400     

ｲﾀﾘｱ 〇   2 160   

ｳｶﾞﾝﾀﾞ ×     3 300 

ｴﾁｵﾋﾟｱ × 209 357,500 258 420,200 223 226,750 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     14 700 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ ×   75 74,200 195 155,500 

ｹﾆｱ × 81 123,800 134 138,095 182 166,785 

ｾﾙﾋﾞｱ ×     1 5 

ﾀﾝｻﾞﾆｱ ×   5 500   

ﾄﾞｲﾂ × 18 2,950 8 1,700 20 2,107 

ﾒｷｼｺ 〇     8 5,500 

中国 × 53 37,338 59 23,828 48 9,600 

南ｱﾌﾘｶ ×   3 15   

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ属) 

ｲﾀﾘｱ 〇 36 4,135 8 55 1 2 

ｳｸﾗｲﾅ ×     1 1 

ｴﾁｵﾋﾟｱ × 4 6,000     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 150 104,598 153 95,973 85 47,124 

ｷﾞﾘｼｬ ×     1 50 

ｹﾆｱ × 21 48,000 35 76,812 105 100,805 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   16 23 13 15 

ﾁｪｺ ×   16 271 13 148 

ﾄﾞｲﾂ × 1,119 565,121 961 555,768 840 518,351 

ﾊﾝｶﾞﾘｰ ×   3 43 10 108 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 1,200 1 500 3 2,000 

ﾍﾞﾙｷﾞｰ ×   1 25 2 76 

ﾓｻﾞﾝﾋﾞ

ｰｸ × 
  1 70   

英国 × 5 1,680     

韓国 ×     3 24 

中国 × 3 300 8 3,456 4 800 

南ｱﾌﾘｶ × 51 192 42 265 55 1,337 

日本 ×   1 17   

米国 〇 8 28 14 125 41 84 

Pelargonium capitatum(ｶﾋﾟﾀ

ｰﾂﾑ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
    8 5,418 

Pelargonium grandiflorum(ｵ

ｵﾊﾞﾅﾃﾝｼﾞｸｱｵｲ) (地上部) ｲﾀﾘｱ 〇 
1 10     

Pelargonium grandiflorum(ｵ

ｵﾊﾞﾅﾃﾝｼﾞｸｱｵｲ) ﾄﾞｲﾂ × 
  5 1,400   

Pelargonium graveolens(ﾆｵｲ

ﾃﾝｼﾞｸｱｵｲ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
  1 1,920   

Pelargonium hortorum(ﾎﾙﾄｰ

ﾙﾑ)(地上部) ｸﾞｱﾃﾏﾗ × 
277 251,500 135 116,200   

Pelargonium hortorum(ﾎﾙﾄｰ

ﾙﾑ) ｹﾆｱ × 
  4 4,000   

Pelargonium peltatum(ﾂﾀﾊﾞﾃ

ﾝｼﾞｸｱｵｲ) (地上部) 

ｲﾀﾘｱ 〇 3 30     

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   9 900 2 1,000 

ｹﾆｱ × 65 16,500 64 13,200 18 3,700 
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Pelargonium peltatum(ﾂﾀﾊﾞﾃ

ﾝｼﾞｸｱｵｲ) 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   9 7,600   

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   13 3,024   

ﾄﾞｲﾂ ×   14 2,800 3 1,560 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 3 1,130 3 1,400 1 250 

英国 ×   3 1,512   

韓国 × 1 1,200     

Pelargonium zonale(ﾓﾝﾃﾝｼﾞ

ｸｱｵｲ) (地上部) 

ｲﾀﾘｱ 〇 6 60     

ｴﾁｵﾋﾟｱ × 221 160,600 209 130,800 157 103,700 

ｹﾆｱ × 48 40,400 51 35,100 74 44,700 

ｽﾘﾗﾝｶ × 26 13,300 6 1,530 6 90 

Pelargonium 

zonale(Pelargonium zonale(ﾓ

ﾝﾃﾝｼﾞｸｱｵｲ)) 

ｴﾁｵﾋﾟｱ × 2 3,200 4 6,400 2 3,200 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   20 25,956 60 53,340 

ｹﾆｱ × 4 12,800 2 2,565   

ｽﾘﾗﾝｶ × 170 202,765 205 184,860 100 142,353 

ﾄﾞｲﾂ ×   16 3,800   

Persea americana(ｱﾎﾞｶﾄﾞ) 

(地下部) 台湾 〇 
1 450     

Persea americana(ｱﾎﾞｶﾄﾞ) 

(地上部) 

ﾊﾜｲ × 1 100 1 25   

台湾 〇 1 7     

米国 〇 5 709 1 300   

Persea americana(ｱﾎﾞｶﾄﾞ) 

ｱﾙｾﾞﾝ

ﾁﾝ 〇 
  1 2   

ｲｽﾗｴﾙ 〇   1 390 3 252 

ﾀｲ ×   1 10 1 150 

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
    1 353 

ﾊﾜｲ ×   1 1   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 20     

英国 ×   1 1   

韓国 × 1 50     

台湾 〇 4 510 5 2,257 4 811 

Phormium cookianum(ｸｯｷｱ

ｰﾇﾑ) 

ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ × 
  1 1,008   

Phormium tenax(ﾆｭｳｻｲﾗﾝ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   2 1,850 5 23 

ｹﾆｱ × 1 2,100     

中国 × 4 6,000 1 400   

Pistacia vera(ﾋﾟｽﾀｼｵﾉｷ) (地

上部) 

ｱﾙﾊﾞﾆ

ｱ × 
    1 4 

Pistacia vera(ﾋﾟｽﾀｼｵﾉｷ) 
ｽﾍﾟｲﾝ 〇   1 30   

中国 ×   1 20   

Pittosporum tenuifolium(ｸﾛ

ﾊﾞﾄﾍﾞﾗ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 7 999 7 1,858   

英国 ×     1 5 

Poncirus trifoliata(ｶﾗﾀﾁ) 韓国 × 1 16     

Portulaca oleracea(ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 

(地上部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇   13 1,900 9 580 

ｹﾆｱ × 12 8,400 8 7,000 29 31,100 

Portulaca oleracea(ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 
ｽﾘﾗﾝｶ × 1 130     

ﾀｲ × 1 110     

Prunus(ｻｸﾗ属) 

ｲﾗﾝ 〇   2 2   

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
  1 2   
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ﾊﾜｲ ×   1 13   

ﾌﾗﾝｽ 〇   1 3   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1 

中国 × 2 6   2 10 

米国 〇 1 1     

Prunus americana(ｱﾒﾘｶｽﾓ

ﾓ) 日本 × 
1 3     

Prunus avium(ｻｸﾗﾝﾎﾞ(ｶﾝｶｵ

ｳﾄｳ)) 中国 × 
  1 1 1 4 

Prunus laurocerasus(ｾｲﾖｳ

ﾊﾞｸﾁﾉｷ) ﾌﾗﾝｽ 〇 
  1 143 1 420 

Prunus mume(ｳﾒ) 

ﾒｷｼｺ 〇     1 3 

韓国 × 2 6     

中国 × 1 3     

Prunus persica(ﾓﾓ) (地上部) 
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     2 2 

中国 × 1 20   1 6 

Prunus persica(Prunus 

persica(ﾓﾓ)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 1   

韓国 × 1 1     

台湾 〇     1 2 

中国 ×     2 4 

Prunus tomentosa(ﾕｽﾗｳﾒ) 

(地上部) 中国 × 
    1 12 

Pyrus(ﾅｼ属) 中国 ×     2 31 

Pyrus calleryana(ﾏﾒﾅｼ) ﾚﾊﾞﾉﾝ × 1 5     

Quercus(ｺﾅﾗ属(ｶｼ属)) 

ｲﾗﾝ 〇   2 2   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   3 38 6 42 

ﾖﾙﾀﾞﾝ ×   2 2   

中国 ×   1 1 3 6 

Quercus palustris(ｸｴﾙｸｽ・

ﾊﾟﾙｽﾄﾘｽ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
  2 20   

Quercus suber(ｺﾙｸｶﾞｼ) 
ｲﾀﾘｱ 〇 3 19     

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   3 72   

Rosmarinus officinalis(ﾏﾝﾈﾝ

ﾛｳ(ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ)) 

ｲﾗﾝ 〇 1 2     

ﾄﾞｲﾂ ×   1 1   

米国 〇 1 1     

Rosmarinus officinalis(ﾛｰｽﾞ

ﾏﾘｰ (地上部) ｲｽﾗｴﾙ 〇 
4 4,240 5 3,000   

Rosmarinus officinalis(ﾛｰｽﾞ

ﾏﾘｰ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 300 1 150   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 1 8     

Rubus(ｷｲﾁｺﾞ属 (地上部)) ﾌﾗﾝｽ 〇 1 12 1 3   

Rubus(ｷｲﾁｺﾞ属) 

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
4 75     

英国 × 9 85 11 87   

Rubus fruticosus(ﾌﾞﾗｯｸﾍﾞﾘ

ｰ) 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 1 3     

英国 ×   2 4 2 7 

Rubus idaeus(ﾖｰﾛｯﾊﾟｷｲﾁｺﾞ

(ﾗｽﾞﾍﾞﾘｰ)) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 3 111 1 60 4 85 

英国 ×   13 43 18 188 

米国 〇 2 20     

Salix(ﾔﾅｷﾞ属) (地上部) 
ﾘﾄｱﾆｱ ×     1 1,549 

中国 ×   1 7   
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Salix(ﾔﾅｷﾞ属) 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×     1 2 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 800   3 160 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×     1 1 

韓国 × 1 20   1 10 

Salix aquilonia(ﾁｼﾏﾔﾅｷﾞ) 韓国 ×     3 25 

Salix caprea(ｻﾘｯｸｽ･ｶﾌﾟﾚｱ) 
ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 200   

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 99 

Salix matsudana var. 

tortuosa(ｳﾝﾘｭｳﾔﾅｷﾞ) 
韓国 × 

    1 11 

Sambucus(ﾆﾜﾄｺ属) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 150 1 10   

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
1 160 1 100 1 160 

Sambucus nigra(ｾｲﾖｳﾆﾜﾄｺ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 3,900   2 1,848 

Sambucus racemosa(ｾｲﾖｳｱ

ｶﾐﾆﾜﾄｺ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
  1 200   

Schinus molle(ｺｼｮｳﾎﾞｸ) 
ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   1 2   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 6 186 5 146 5 34 

Spartium junceum(ﾚﾀﾞﾏ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 200   

Streptocarpus(ｽﾄﾚﾌﾟﾄｶﾙﾊﾟｽ

属) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 6   

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 6 

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞ

ｴ × 
    1 1 

ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ × 
  1 1   

米国 〇 7 7 2 7 5 10 

Tillandsia usneoides(ｻﾙｵｶﾞ

ｾﾓﾄﾞｷ) (地上部) ﾀｲ × 
  1 32   

Tillandsia usneoides(ｻﾙｵｶﾞ

ｾﾓﾄﾞｷ(ﾃｨﾗﾝｼﾞｱ･ｳｽﾈｵｲﾃﾞ

ｽ)) 

ｴｸｱﾄﾞﾙ 〇 1 50     

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
    1 100 

ﾀｲ × 66 42,349 54 10,752 97 35,426 

ﾄﾞｲﾂ ×     1 1 

ﾊﾜｲ ×     1 2 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 10 1 10 

中国 × 1 100     

米国 〇 1 1 1 2 9 24 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     6 375 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ × 5 35,060 4 1,525 3 750 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 5 2,500 12 6,221 6 2,200 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
1 1,500 1 625   

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 1,200     

ﾒｷｼｺ 〇   1 4,026,000   

韓国 × 2 601     

Trifolium repens(ｼﾛﾂﾒｸｻ) 

(地上部) ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 
29 21,800 6 3,500 6 1,200 

Trifolium repens(ｼﾛﾂﾒｸｻ) ﾍﾞﾄﾅﾑ × 5 900     

Ulmus(ﾆﾚ属) 中国 ×   2 104   
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Ulmus davidiana var. 

japonica(ﾊﾙﾆﾚ) (盆栽) 韓国 × 
    1 1 

Ulmus glabra(=Ulmus 

scabra)(ｾｲﾖｳﾊﾙﾆﾚ) ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 
    1 1 

Ulmus parvifolia(ｱｷﾆﾚ) 中国 ×     1 1 

Vaccinium(ｽﾉｷ属(ｺｹﾓﾓ属)) 

ﾊﾜｲ ×     1 10 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   2 24   

ﾏﾚｰｼｱ ×   2 3   

英国 × 2 11     

米国 〇 1 1     

Vaccinium corymbosum(ﾇﾏｽ

ﾉｷ(ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ)) 

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
    6 60 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 20 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 5 50 3 30 3 30 

ﾄﾞｲﾂ ×     4 32 

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
  1 50   

英国 ×     1 3 

Veronica(ｸﾜｶﾞﾀｿｳ属) (地上

部) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 2 200 3 140   

ｹﾆｱ × 8 14,100 7 2,800 4 5,600 

ｺｽﾀﾘｶ 〇 1 3,600     

ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 9 17,200 5 11,400   

Veronica(ｸﾜｶﾞﾀｿｳ属) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇     3 300 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 3 253 1 100 1 208 

ｹﾆｱ ×   1 1,000   

ﾄﾞｲﾂ ×     3 3 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 750 1 250   

Veronica austriaca(ｵｰｽﾄﾘｰ

ｱｶ) (地上部) ｲｽﾗｴﾙ 〇 
  1 100 2 900 

Veronica longifolia(ﾛﾝｷﾞﾌｫｰ

ﾘｱ) (地下部) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
2 8,000     

Veronica longifolia(ﾛﾝｷﾞﾌｫｰ

ﾘｱ) (地上部) 

ｹﾆｱ × 3 80 7 9,200 7 4,000 

ｺｽﾀﾘｶ 〇 5 16,500     

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×   3 11,100 7 6,600 

Veronica longifolia(ﾛﾝｷﾞﾌｫｰ

ﾘｱ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 662   9 280 

ﾄﾞｲﾂ × 3 3     

ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ × 
    1 504 

Veronica repens(ﾋﾒﾊｲｸﾜｶﾞ

ﾀ) (地上部) ｹﾆｱ × 
1 500 1 20 3 3,500 

Veronica spicata(ｽﾋﾟｶｰﾀ) 

(地上部) ｹﾆｱ × 
  2 2,200   

Veronica spicata(ｽﾋﾟｶｰﾀ) ｵﾗﾝﾀﾞ × 6 1,550 6 3,200 2 400 

Veronicastrum(ｸｶﾞｲｿｳ属) 

(地下部) ｵﾗﾝﾀﾞ × 
2 1,000     

Veronicastrum(ｸｶﾞｲｿｳ属) ｵﾗﾝﾀﾞ × 17 2,606 16 3,798 7 1,180 

Vinca(ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ属) ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 104   

Vinca minor(ﾋﾒﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 100   

Vitis(ﾌﾞﾄﾞｳ属) (地上部) 
ｶﾅﾀﾞ 〇 1 7     

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 2 3     
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米国 〇   1 101 4 100 

Vitis(ﾌﾞﾄﾞｳ属) 

ｲﾀﾘｱ 〇   2 200 8 200 

ｲﾗﾝ 〇 1 4     

ｵｰｽﾄﾘ

ｱ × 
    1 1 

ｸﾞﾙｼﾞｱ ×   4 44   

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   7 189   

ｽﾛﾍﾞﾆｱ × 2 50     

ﾄﾞｲﾂ × 2 100 2 100   

ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ × 
5 240   4 230 

ﾌﾗﾝｽ 〇 5 201 2 2 1 120 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 4     

ﾏﾚｰｼｱ × 1 1     

ﾙｰﾏﾆｱ × 2 2 1 1   

韓国 × 1 1     

中国 × 2 31   2 151 

Vitis vinifera(ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌﾞﾄﾞｳ) 

(地上部) 米国 〇 
  13 200   

Vitis vinifera(ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌﾞﾄﾞｳ) 

ｸﾛｱﾁｱ ×     5 100 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇   6 298   

ﾌﾗﾝｽ 〇 2 99   3 249 
 
 
（２）栽培用植物（組織培養） 
単位（数量）：個 

植物名 生産国 

発

生

国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Catharanthus roseus(=Vinca 

rosea)(ﾆﾁﾆﾁｿｳ) ﾍﾞﾄﾅﾑ × 
    2 12 

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 
  2 12 1 15 

中国 × 3 4,137   1 36 

Cordyline australis(ﾆｵｲｼｭﾛﾗﾝ) 
中国 × 

  2 1,825 11 5,126 

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ属) ﾄﾞｲﾂ × 5 15     

Portulaca oleracea(ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) ｲｽﾗｴﾙ 〇   1 35   

Quercus robur(ｵｳｼｭｳﾅﾗ) ﾘﾄｱﾆｱ ×     1 2 

Rubus idaeus(ﾖｰﾛｯﾊﾟｷｲﾁｺﾞ(ﾗ

ｽﾞﾍﾞﾘｰ)) 英国 × 
  1 44   

Streptocarpus(ｽﾄﾚﾌﾟﾄｶﾙﾊﾟｽ属) 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 

  3 18   

Veronica(ｸﾜｶﾞﾀｿｳ属) 米国 〇 2 9     

Veronica longifolia(ﾛﾝｷﾞﾌｫｰﾘｱ) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 

    5 48 

Veronica spicata(ｽﾋﾟｶｰﾀ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×   2 7   
 
 
（３）栽植用球根 
単位（数量）：個 
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植物名 生産国 

発

生

国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Hemerocallis(ﾜｽﾚｸﾞｻ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ ×         2 38,000 

ﾌﾗﾝｽ 〇 7 7         

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ属) 
南ｱﾌﾘｶ ×         2 11 

 
（４）消費用生植物（切り花） 
単位（数量）：本 
※検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 

生産国 

発

生

国 

2016  2017  2018  

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Acacia dealbata(ﾌｻｱｶｼｱ) ｲﾀﾘｱ 〇   1 400 1 400 

Acacia longifolia(ﾅｶﾞﾊﾞｱｶｼ

ｱ) 
ｲﾀﾘｱ 〇     8 980 

Acer(ｶｴﾃﾞ属) 
中国 ×   1 5   

米国 〇     1 1 

Asparagus acutifolius(ｱｽﾊﾟ

ﾗｶﾞｽ･ｱｸﾃｨﾌｫﾘｳｽ) ﾊﾜｲ × 
1 1     

Capsella bursa-pastoris(ﾅ

ｽﾞﾅ) 中国 × 
1 3     

Cistus(ｷｽﾂｽ属(ｺﾞｼﾞｱｵｲ

属)) ﾁｭﾆｼﾞｱ × 
1 1     

Citrus(ﾐｶﾝ属(ｶﾝｷﾂ属)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 10 1 3 

ﾀｲ ×   2 11 4 119 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   16 428 13 537 

ﾏﾚｰｼｱ ×   1 6   

香港 ×   2 4 1 4 

Citrus aurantifolia(ﾗｲﾑ) 

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
    1 20 

ﾀｲ ×   1 17   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   4 190 3 36 

ﾏﾚｰｼｱ ×     1 5 

Citrus hystrix(ｺﾌﾞﾐｶﾝ(ｽﾜﾝ

ｷﾞ)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 5   

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
    3 135 

ﾀｲ ×   38 693 83 1,506 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗ

ﾃﾞｼｭ × 
    1 19 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 113 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   3 90 5 32 

ﾏﾚｰｼｱ ×   1 1 1 4 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   6 62 4 160 

香港 ×     1 10 
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Citrus limon(ﾚﾓﾝ) 

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 
    2 15 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 20 3 230 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   1 50 4 133 

Citrus madurensis(ﾄｳｷﾝｶﾝ

(ｼｷｷﾂ)) 

ﾀｲ ×     1 4 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×   1 4   

Citrus unshiu(ｳﾝｼｭｳﾐｶﾝ) 韓国 ×     1 1 

Coprosma repens(ｺﾌﾟﾛｽﾏ・

ﾚﾍﾟﾝｽ) ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 
    6 9,800 

Cordyline(ｾﾝﾈﾝﾎﾞｸ属) 

ﾊﾜｲ × 163 5,974 134 3,957 94 3,816 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 × 

  2 3   

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
4 3,416 2 8 2 3 

ｳｽﾞﾍﾞｷ

ｽﾀﾝ × 
1 5     

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
    1 3 

ｵｰｽﾄﾘ

ｱ × 
1 1     

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 5     

ｶﾅﾀﾞ 〇   1 2   

ｸﾞｱﾑ × 1 1 2 5   

ｺｽﾀﾘｶ 〇 1 20,000 1 10 1 20 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×     2 645 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
3 9 5 5,418 5 5,298 

ｽﾘﾗﾝｶ × 285 265,928 327 339,307 304 380,176 

ﾀｲ × 171 14,722 164 43,808 194 75,424 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  7 355 2 8 

ﾊﾟﾗｵ × 1 1     

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 100 251,078 105 266,594 92 281,603 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 15 3 17 1 10 

ﾍﾟﾙｰ ×   1 20   

ﾏﾚｰｼｱ × 1,141 20,441,772 1,233 21,442,825 1,282 20,236,004 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   1 2   

ﾓｰﾘｼｬ

ｽ × 
2 150 2 200   

ﾛｼｱ × 1 2     

英国 ×     1 2 

韓国 ×   1 3 1 5 

香港 × 1 3   1 10 

台湾 〇 2 19 2 2,200 1 10 

中国 × 8 8     

仏領ﾎﾟ

ﾘﾈｼｱ × 
  5 5 2 2 

米国 〇 1 10 6 1,280 4 78 
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Cordyline terminalis(ｾﾝﾈﾝ

ﾎﾞｸ) 

ｸﾞｱﾑ × 1 1     

ﾀｲ × 1 35     

ﾊﾜｲ × 11 106 1 1,800 4 542 

ﾐｸﾛﾈｼ

ｱ連邦 × 
1 1     

Cornus florida(ｱﾒﾘｶﾔﾏﾎﾞｳ

ｼ(ﾊﾅﾐｽﾞｷ)) 米国 〇 
1 2     

Eucalyptus globulus(ｴｳｶﾘ

ﾌﾟﾂｽ･ｸﾞﾛﾌﾞﾙｽ) 

ｲﾀﾘｱ 〇 1 5     

ｲﾝﾄﾞ ×     1 10 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
    1 5 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 15 58 7 35 10 53 

ｸﾞｱﾑ ×   1 1 2 18 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
1 4     

ｽｳｪｰ

ﾃﾞﾝ × 
  1 10   

ﾊﾜｲ × 1 1 11 15   

ﾌﾗﾝｽ 〇   1 10   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 5 1 10 

韓国 × 1 1 2 28   

中国 ×   2 7   

米国 〇 1 1     

Ficus carica(ｲﾁｼﾞｸ) 中国 ×     1 1 

Genista(ﾋﾄﾂﾊﾞｴﾆｼﾀﾞ属) ｲﾀﾘｱ 〇   25 11,795 19 11,125 

Hedera helix(ｾｲﾖｳｷﾂﾞﾀ) 

台湾 〇   1 5   

ｲﾀﾘｱ 〇 1 10 11 420 3 230 

ｸﾞｱﾑ ×     1 77 

ﾊﾜｲ ×     1 10 

ﾌﾗﾝｽ 〇 15 540 5 170 3 550 

英国 ×     2 3 

韓国 ×   1 10 1 60 

Helianthus annuus(ﾋﾏﾜﾘ) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
1 3   1 3 

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ × 
    2 15 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 2 15 4 14 4 16 

ｸﾛｱﾁｱ × 1 1     

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 
1 3 7 7 1 1 

ﾀｲ × 1 5     

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  6 135   

ﾊﾜｲ × 1 1     

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 4   1 1 

ﾌﾗﾝｽ 〇 1 5     

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 16 6 30 4 18 

ﾒｷｼｺ 〇   1 960 1 3,240 

ﾛｼｱ × 1 3   2 6 
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英国 × 2 7     

韓国 ×   6 39 5 9 

香港 × 1 1 2 10 2 7 

台湾 〇 1 10 3 16   

中国 × 1 6 3 18 2 5 

米国 〇 2 7 4 17 3 14 

Laurus nobilis(ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 240     

ｽﾍﾟｲﾝ 〇     1 2 

ﾐｬﾝﾏｰ ×     1 20 

Lavandula(ﾗｳｧﾝﾄﾞｩﾗ(ﾗﾊﾞﾝ

ｼﾞｭﾗ)属) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
    1 10 

ﾌﾗﾝｽ 〇 1 50 5 1,400   

韓国 ×     1 4 

米国 〇 2 101 3 14   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 10 1 4,800   

英国 ×     2 60 

ｲﾀﾘｱ 〇 2 850 2 3,700   

ｴｸｱﾄﾞﾙ 〇 2 200 1 50 1 1,000 

ｹﾆｱ × 3 800     

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 4 

中国 ×   1 54   

Liquidambar styraciflua(ﾓﾐ

ｼﾞﾊﾞﾌｳ) 

南ｱﾌﾘ

ｶ × 
2 37,500     

Magnolia grandiflora(ﾀｲｻﾝ

ﾎﾞｸ) ﾌﾗﾝｽ 〇 
    1 1 

Metrosideros(ｵｵﾌﾄﾓﾓ属) 

ｲﾀﾘｱ 〇     2 1,270 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  1 1   

ﾊﾜｲ × 3 61     

Nandina domestica(ﾅﾝﾃﾝ) 

英国 ×     1 5 

中国 ×   1 400 1 10,800 

日本 ×   1 2   

Olea(ｵﾘｰﾌﾞ属) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇   2 200   

ｲﾀﾘｱ 〇 2 801 1 100 13 15,180 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 
  1 5   

ﾀｲ ×     1 1 

ﾊﾜｲ × 14 80 3 12 10 98 

台湾 〇 1 1     

米国 〇   1 1   

Olea cunninghamii(ﾏｲﾚ) ﾊﾜｲ × 11 26   2 3 

Olea europaea subsp. 

europaea(ｵﾘｰﾌﾞ) 

ｲﾀﾘｱ 〇 2 225 14 3,940 7 7,101 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 2     

Pelargonium(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｭｰﾑ

属) 

ﾁｭﾆｼﾞｱ × 1 1     

米国 〇 1 10     

Phormium tenax(ﾆｭｰｻｲﾗ

ﾝ) 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  1 1   

南ｱﾌﾘ

ｶ × 
1 19,200 2 13,200   
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Pittosporum tenuifolium(ｸ

ﾛﾊﾞﾄﾍﾞﾗ) 

ｲﾀﾘｱ 〇   24 109,200 5 27,000 

ｸﾞｱﾑ ×     1 46 

ﾌﾗﾝｽ 〇     1 6 

Prunus(ｻｸﾗ属) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇   1 200   

ﾌﾗﾝｽ 〇   2 12   

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 10 1 1   

韓国 ×     1 3 

中国 ×   1 18   

Prunus mume(ｳﾒ) 

ﾌﾗﾝｽ 〇   2 6   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 1   

中国 ×   4 22,600 14 117,505 

Prunus persica(ﾓﾓ) 
台湾 〇   1 5   

中国 × 1 3 2 3   

Quercus(ｺﾅﾗ属(ｶｼ属)) 

ｲﾀﾘｱ 〇 3 680 14 2,560 12 3,100 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 43 18,240 50 16,882 39 15,840 

ｽﾍﾟｲﾝ 〇 1 350     

ﾄﾞｲﾂ ×   1 40 1 200 

ﾌﾗﾝｽ 〇 2 100 9 1,100 6 368 

中国 ×     1 1 

Quercus dentata(ｶｼﾜ) 韓国 ×     1 166 

Quercus rubra(ｱｶｶﾞｼﾜ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×     4 200 

Quercus variabilis(ｱﾍﾞﾏｷ) 台湾 〇     1 4 

Rosmarinus officinalis(ﾏﾝﾈ

ﾝﾛｳ(ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ)) 

英国 ×     1 5 

ｲﾀﾘｱ 〇 8 3,180     

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×   2 40   

中国 ×   1 60   

Rubus(ｷｲﾁｺﾞ属) ﾌﾗﾝｽ 〇 2 25     

Rubus idaeus(ﾖｰﾛｯﾊﾟｷｲﾁ

ｺﾞ(ﾗｽﾞﾍﾞﾘｰ)) ﾌﾗﾝｽ 〇 
    2 31 

Salix(ﾔﾅｷﾞ属) 

ｲｽﾗｴﾙ 〇 1 2     

ｲﾗﾝ 〇 15 876,480 12 599,430 14 620,800 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 7 2,000 5 750 1 100 

ﾄﾞｲﾂ × 1 300 1 100 1 100 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  1 30   

ﾊﾜｲ ×     1 4 

ﾌﾗﾝｽ 〇 1 3     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   1 5   

韓国 ×   2 8   

台湾 〇 2 15   1 2,160 

中国 × 13 1,606,366 14 1,580,020 16 1,539,180 

Salix gracilistyla(ﾈｺﾔﾅｷﾞ) 
ｶﾅﾀﾞ 〇 1 1     

中国 ×     2 10,270 

Salix koriyanagi(ｺﾘﾔﾅｷﾞ) 台湾 〇     1 10 

Sambucus nigra(ｾｲﾖｳﾆﾜﾄ

ｺ) ﾌﾗﾝｽ 〇 
  1 50   

Schinus molle(ｺｼｮｳﾎﾞｸ) 

ﾁﾘ × 1 15,120   1 63,840 

ﾍﾟﾙｰ × 
4 84,590 4 68,290 6 205,790 
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Solidago fistulosa(ｿﾘﾀﾞｺﾞ･ﾌ

ｨｽﾂﾛｰｻ) 中国 × 
    1 5 

Tillandsia usneoides(ｻﾙｵ

ｶﾞｾﾓﾄﾞｷ(ﾃｨﾗﾝｼﾞｱ･ｳｽﾈｵｲ

ﾃﾞｽ)) 

ﾊﾜｲ × 1 1   1 24 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×   1 10   

韓国 ×   1 8   

台湾 〇     1 1 

米国 〇     1 15 

ﾀｲ ×   1 24 10 134 

Ulmus parvifolia(ｱｷﾆﾚ) 中国 ×     1 1 

Ulmus pumila(ﾁｬｲﾆｰｽﾞｴﾙ

ﾑ) ﾓﾝｺﾞﾙ × 
  1 1   

Vaccinium(ｽﾉｷ属(ｺｹﾓﾓ

属)) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 200 1 50 

米国 〇   1 2,400 3 75,625 

Vaccinium corymbosum(ﾇ

ﾏｽﾉｷ(ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ)) 英国 × 
    1 1 

Vaccinium macrocarpon(ｵ

ｵﾐﾉﾂﾙｺｹﾓﾓ) 英国 × 
    1 4 

Veronica(ｸﾜｶﾞﾀｿｳ属) 

ｴｸｱﾄﾞﾙ 〇 42 43,880 76 66,210 138 169,050 

ｴﾁｵﾋﾟ

ｱ × 
6 6,320 4 5,540 7 6,410 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 14 490 4 200 6 240 

ｸﾞｱﾑ ×     2 3 

ｹﾆｱ × 89 10,170 70 16,210 29 3,605 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×     2 310 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄﾞ × 
  2 60   

英国 ×     1 5 

韓国 ×   1 13   

Veronica longifolia(ﾛﾝｷﾞﾌｫ

ｰﾘｱ) 

ｴｸｱﾄﾞﾙ 〇   1 200   

ｴﾁｵﾋﾟ

ｱ × 
128 525,510 139 818,040 187 563,615 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 100 26 3,200 22 3,630 

ｹﾆｱ × 49 49,300 120 111,330 168 73,545 

Veronica speciosa(ﾄﾗﾉｵﾉ

ｷ) ﾌﾗﾝｽ 〇 
    1 6 
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